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報告書 

 
 

平成２６年３月 
 

経済産業省 
 

特定非営利活動法人エティック 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシッフの゚普及に関する調査」  1 



目次 

 はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p3 

 序章 調査目的・背景・実施概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p4 

 本調査の目的と研究事項 

 本調査の実施背景 

 国内のインターンシップの現状と課題 
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はじめに 

 昨今、我が国では若年者の雇用ミスマッチが指摘されており、大企業・安定志向の高まりや職業観の醸成不足か
ら、就職が決まらないまま卒業する若者や就職しても早期離職する若者が増加し、中長期的な競争力・生産性
の低下などを招く要因として問題となっている。その中で、「学校から職場・社会への円滑な移行」の一つの手段と
して、インターンシップが推進されてきた。 
 

 また、我が国経済の再興に向けては、知識や技術力を貢献に変える力(発揮力)の養成が急務であり、将来社会
を担う人材が広い視点をもって社会を展望し、起業人材あるいは成長産業の中核人材等、新たな価値を創造す
る担い手として成長していくことが強く望まれている。 
 

 平成25年5月にまとめられた教育再生実行会議第三次提言(大学教育改革)の中で、課題発見・探求能力、
実行力といった「社会人基礎力」などの社会人として必要な能力を有する人材育成が求められており、その有効な
手段として、学生が産業や社会についての実践的な知見を深める機会であるインターンシップの推進が重要と提
言され、「日本再興戦略」（平成２５年６月１４日閣議決定）においては、我が国の将来を担う若者全てが
その能力を存分に伸ばし、世界に勝てる若者を育てることの重要性に鑑み、インターンシップに参加する学生数に
ついての目標設定や、キャリア教育から就職まで一貫して支援する体制の強化、インターンシップ活用の推進等が
明記されたところである。 
 

 今後インターンシップの普及・推進を図る上で、「量」の拡大と同時に、これを真に人材の成長の場に高めるための
「質」の強化が求められており、その実行と持続的発展に向けては、地域や産学の協働の基盤となるコミュニティの
確立や、それを支える専門人材の存在が不可欠である。 
 

 本調査では、平成24年度経済産業省研究委託事業 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」
における提言の実現に向け、今後の「教育的効果の高いインターンシップの普及」について、先進的なモデル事例
の調査を行った上で、有識者・実践者との議論を行い、大学・産業界・専門人材の協働により教育的効果の高
いインターンシップを持続的に実施していくためのエコシステム構築に向けた施策の検討を行った。 
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序章 調査目的・背景・実施概要 
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序章 調査目的・背景・実施概要 



本調査の目的と研究事項 

 具体的には以下の内容を実施する 

1. 中長期インターンシップの実施状況や昨年度調査、これまでの国
内外の実績等の文献調査やヒアリングを踏まえ、教育的効果の
高いインターンシップ、とりわけ中長期のインターンシップを持続的に
実施することが可能なエコシステムの構築に向けた施策の検討
（※中長期インターンシップ＝3週間～6ヶ月程度） 

2. 地域における長期インターンシップの協働型モデル事例の調査 

3. 各地域におけるインターンシップ推進の担い手のための、地域を越
えたネットワークモデルの検討 と、100名以上の集合研修（シン
ポジウム）の実施 

4. インターンシッププログラムを設計・運用する専門人材の要件の抽
出・整理、専門人材育成方法の検討、専門人材のための実践
ガイドブックの作成 

5. プログラムの質保証に必要な実施プロセス及び効果測定手法の
あり方の検討 

 

 

本調査では、教育的効果の高いインターンシッププログラムの標準的な型と、その普及のための具体的な方策を示すことを目的とする。
特に、①企業受入促進、②専門人材、③産学協働教育基盤の確立、の３点を議論の主たるテーマとする。 

 教育的効果の高いインターンシッププログラムの標準
的な型の提示 

1. 教育的効果の高いインターンシップに共通する要素 

2. 企業開拓・連携のあり方 

3. プログラムの評価 

 

 普及のための具体的方策の提示 

1. 企業受入促進 
企業受入用標準的ツール・メソッドの構築（大学・企
業の連携） 

2. 専門人材 
専門人材の役割定義、実践的活用ガイド作成、プロ
グラム評価事例収集、あり方検討 

3. 産学協働教育基盤の確立 
地域産学協働教育のモデル提示、地域を越えた連
携の検討 
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序章 調査目的・背景・実施概要 



本調査の実施背景 
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第１章 調査目的・背景・実施概要 

http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/intern/intern.html 

平成24年度調査報告書 

経済産業省では昨年度「産学連携によるインターンシップのあり方」を調査し、今後の推進に向けて6つの提言を行った。 
本調査は日本再興戦略の実現に向けて、6つの提言内容を具体化し、「企業受入促進」「専門人材の活躍」「産学協働 
教育基盤」のモデル・ガイドブックを作成することで、実行体制の円滑な立上げに活用するものである。 



国内のインターンシップの現状と課題 

国内のインターンシップは量的拡大と質的向上、特に目的に応じた質
の保証が急務である 

1. 量的拡大に向けた現状と課題 

 大学単位のインターンシップ普及率は７割程度まで拡大しているが、参加
学生は全体の2%程度にとどまっている。 

 学生の参加促進のためには、インターンシッププログラムの目的や意義、学
生への効果などを学生自身が理解することが必要。 

 企業の受入促進のためには、企業の受入負担の軽減、企業の魅力発信
に加えて、企業側にとってのメリットをどうつくるかが課題となる。 

2. 質的向上に向けた現状と課題 

 どのようなインターンシップが高い教育的効果に結びつくかという共通理解
がない。また受入企業にとってのメリットの設計が不十分で、結果として教
育プログラムとしての質が向上しにくい。 
その中で、大学・企業ともに、インターンシップで高い実習効果を得るには3
週間以上の期間が必要という認識をもちつつも、実際のプログラムは2週
間以内のものが全体の8割を占める。 

 教育的効果の高いプログラムを開発・運用する体制が、企業、地域、大
学の中に整備されていない。 

 プログラムを開発・運用する専門人材が質量ともに不足している。 

 インターンシッププログラムを改善するための評価の仕組みや評価項目の整
備が不十分である。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

現在、日本国内のインターンシップは量的な普及が不十分であると同時に、十分な教育的効果を発揮するためのプログラムの質が保
証されていない。その結果、学生、企業、大学のそれぞれがインターンシップに対して積極的とは言えない状況にある。 

量的拡大への課題 

参加学生の拡大 企業受入の拡大 

目的、意義、効果 
に対する理解不足 

企業の負担感 

質的向上への課題 

教育的効果の向上 

開発運用す
る人材と体
制が整ってい
ない 

教育的効果
の高いプログ
ラムのひな形
がない 

評価改善の
仕組みがな
い 
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序章 調査目的・背景・実施概要 



国内のインターンシップの課題に対する方策 

1. 量的拡大 

 量的拡大のためには、学生の参加促進と企業の受入促進が必要。 

 学生の参加促進のためには、インターンシッププログラムの目的や意義、学
生への効果などを学生自身が理解することが必要。 

 企業の受入促進のためには、企業の受入負担の軽減、企業の魅力発信
に加えて、企業側にとってのメリットをどうつくるかが課題となる。 

2. 質的向上 

 質的向上のためには、優れたプログラムのひな形ないしはマニュアルが全国
に普及する必要がある。 

 優れたプログラムを設計・運用し、インターンシップの効果を最大限にできる
専門人材の配置が不可欠。 

 受入企業にとってのメリットの設計を十分にすることで企業側の取り組みを
強化し、結果として教育的効果を高めるようにする。 

 専門人材の役割は、大学の内外で企業と大学を結びつけ、インターンシッ
プを両者にとってメリットのあるものにすること。 

 継続的なプログラムの改善のための評価項目の設定や、仕組み・ツールの
整備が必要。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

日本国内のインターンシップの量的拡大のためには、プログラムの目的や学生・大学双方のメリットを明確にし、それぞれの参加を促進
する必要がある。質的向上を図るためには、優れたプログラムのひな形やマニュアルの整備と、それを運用する専門人材の配置が不可
欠。 

量的拡大 

参加学生の拡大 企業受入の拡大 

目的・意義・効果 
に対する理解促進 

負担軽減、魅力発信、 
企業メリットの構築 

質的向上 

教育的効果の向上 

専門人材の
配置と育成 

優れたプログ
ラム・マニュア
ルの普及 

評価と継続
的改善 
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序章 調査目的・背景・実施概要 



本調査での研究課題 

 本調査では、平成24年度に行われた「産学連携によるインターン
シップのあり方に関する調査」の結果も踏まえ、今後教育的効果
の高いインターンシップが普及するための方策をつくるため、以下の
５点について重点的に研究する。 

1. 優れたプログラム・マニュアルの普及のために、教育的効果の高い
インターンシップに共通する要件を明らかにする。 

2. 教育的効果の高いインターンシッププログラムを開発・運用する専
門人材の機能と役割を定義する。 

3. 企業、地域、大学の連携協働を促進するために必要な産学協
働教育基盤の機能と仕組みを明らかにする。 

4. 企業参画の促進のために必要な仕組みとツールを提示する。 

5. インターンシッププログラムの継続的改善のための、評価項目や手
法を明らかにする。 
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量的拡大 

参加学生の拡大 企業受入の拡大 

目的、意義、効果 
に対する理解促進 

負担軽減、魅力発信、 
企業メリットの構築 

質的向上 

教育的効果の向上 

専門人材の配
置と育成 

優れたプログラム、
マニュアルの普及 

評価と継続的
改善 

１．教育的
効果の高い
インターン

シップの要件 

５．評価項
目と手法 ２．専門人材

の機能と役割 

４．企業
参画促進
の仕組み
とツール 

３．産学協働
教育基盤の機
能と仕組み 

教育的効果の高いインターンシップの普及促進のためには、①教育的効果の高いインターンシップの要件、②専門人材の機能と役割、
③産学協働教育基盤の機能と仕組み、④企業参画促進の仕組みとツール、⑤改善のための評価項目と手法、の５点についての調
査研究が必要。 

序章 調査目的・背景・実施概要 



本調査の実施概要・スケジュール 

 

• 目的、成果物の確認 

• 地域産学協働教育の

仮説提示、議論 

• 専門人材の役割定義 

• 2月の集合研修の設計 

ワーキンググループ① 

• ガイドブック方針検討 

• 専門人材の要件抽出 

• 専門人材の育成方針

確認① 

 

 

• 専門人材の役割定義 

• 評価方法の検討 

• 企業受入促進のツー

ルやメソッドについて 

第2回 1/28（火） 
 

• 評価方法の検討 

• ガイドブックの確認 

• 地域産学協働教育の

議論 

10/20開催のETIC.

自主イベントにて大学

およびコーディネート団
体の関係者との意見

交換を実施（約200
名参加） 

シンポジウム開催

2/9（日） 

地域の大学・コーディ

ネート機関の専門人材

約140名を集めて開催 

• 地域産学協働教育
モデルの提案 

• 専門人材養成講座

の試行 

• 次年度に向けての
地域別戦略会議   

       等 

ワーキンググループ② 

• 評価方法の検討 

• ガイドブック進捗確認 

• 専門人材の育成方針

確認② 

ワーキンググループ③ 

• 評価方法の検討 

• ガイドブック最終確認 

• 次年度戦略のたたき台

素案作成 

 調 査     

 専門人材のための実践ガイドブック 企画 制作開始 ドラフト完成 原稿完成 

ガイドブック 
完成 

連

動 

連

動 

インタビュー（国内） デスクリサーチ（海外） 

第3回 3/5（水） 第1回 11/26（火） 
調査委員会の開催 

全3回の調査委員会を軸に調査・検討を行い、次年度に向けた成果物を作成する。 
2014年2月には100名規模でのシンポジウムを実施。 
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序章 調査目的・背景・実施概要 



「教育的効果の高いインターンシップ普及に関する調査委員会」 開催概要（全３回） 
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第1回 2013年11月26日（火） 
9：00～11：30 

経済産業省本館17階 
第5共用会議室 

1. 開会／挨拶 

2. 委員紹介 

3. 調査委員会の趣旨・目的について 

4. 議題 

①本年度の調査概要および普及に向けたポイントについて 

②実践ガイドブックの作成および集合研修の実施について 

5. 今後の日程について／事務連絡 

第2回 2014年1月28日（火） 
16：00～18：30 

経済産業省本館17階 
第1共用会議室 

1. 開会／委員紹介 

2. 本年度スケジュールの確認と次年度予算の案内 

3. 議題 

  ①本事業の調査報告書について 

  ②教育的効果の高いインターンシップ普及推進シンポジウムについて 

  ③実践ガイドブックの作成について 

4. 全体を通しての質疑応答 

5. 今後の日程について／事務連絡 

 

第3回 2014年3月5日（水） 
9：30～12：00 

経済産業省本館17階 
第5共用会議室 

1. 開会 

2. 議題 

①本事業の調査報告書について 
 （シンポジウムにおける5つの論点を中心に） 

②実践ガイドブックの作成について 

3. 全体を通しての質疑応答 

4. 今後の調査・勉強会の進め方について／事務連絡 

 

序章 調査目的・背景・実施概要 



「教育的効果の高いインターンシップ普及に関する調査委員会」 委員名簿 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  12 

【座長】 

 高橋 俊介 氏（慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特任教授） 

 

【委員】（五十音順） 

 秋元 祥治 氏（特定非営利活動法人G-net 代表理事） 

 池田 啓実 氏（高知大学 総合科学系地域協働教育学部門 教授） 

 正田 英樹 氏（株式会社ハウインターナショナル 代表取締役)  

 田嶋 雅美 氏（株式会社フランチャイズアドバンテージ 代表取締役） 

 谷  正史 氏（金沢工業大学 常任理事 産学連携推進部長） 

 松高   政 氏（京都産業大学 経営学部 准教授） 

 

【オブザーバ】 

 日本経済団体連合会 

 日本商工会議所 

 全国中小企業団体中央会 

 キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会 

 文部科学省 

 厚生労働省 

 

序章 調査目的・背景・実施概要 



「教育的効果の高いインターンシップ普及推進シンポジウム」開催概要 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  13 

日時 2014年2月9日（日）10：00～18：00 

会場 AP秋葉原 （東京都台東区秋葉原1-1 秋葉原ビジネスセンター） 

主催 経済産業省 

共催 文部科学省 

運営事務局 特定非営利活動法人 エティック 

参加者数 １３８名 
大学関係者：７４名 
コーディネーター：３４名 
企業関係者：１２名 
行政職員：６名 
団体・その他：１２名 

プログラム 
 

＜第1部＞ 
 10:00～10:15 オープニングセッション 
 10:15～12:30 事例分科会セッション 
 
＜第2部＞ 
 13:30～14:15 基調講演「いま必要なキャリア開発とインターンシップ」 
               慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 
                特任教授 高橋俊介氏 
 14:15～15:15 教育的効果の高いインターンシップ推進に関する施策紹介 
 15:15～17:15 インターンシップのあり方に関する意見交換会 
 17:30～18:00 名刺交換会 

序章 調査目的・背景・実施概要 



第１章 教育的効果の高いインターンシッププログラム 
 産学の関係性構築 

 プログラムの要素 

 専門人材の機能と役割（概要） 
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第１章 教育的効果の高いインターンシッププログラム 



研究課題１：教育的効果の高いインターンシップの要件 

 教育的効果の高いインターンシップの要件としてどのようなものがあ
るかについて、総合的に検証されたものはない。そのため以下のよ
うな観点での検討が必要である。 

1. インターンシップには多様な類型があり、それぞれに目的も効果も
異なる。その点を踏まえて、高い教育的効果を発揮するために必
要なことを明確にする必要がある。 

2. 教育的効果の高いインターンシップに共通した要素が明確にされ
ていないため、様々なプログラムの効果にばらつきがある。 

3. 企業、地域、大学の関係性が十分に構築されていないため、効
果的なインターンシップの実施や改善が進まない。 

4. 教育的効果の高いインターンシップを開発・運用する専門人材に
求められる機能・役割が整理されておらず、現場担当者の個別判
断に依存しているため、全体としての質が向上しない。 
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教育的効果の高いインターンシッププログラムの普及拡大のためには、モデルの提示が必要。モデルは、インターンシップの多様性を踏ま
えた上で、必要な要素とそれを生み出す場、運用する専門人材の役割が明確にされている必要がある。 

インターンシップの類型と 
高い効果を得るために必要なこと 

教育的効果の高いインターンシップに
必要な要素 

企業、地域、大学の関係性構築 

教
育
的
効
果
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

専門人材の必要性 

研究課題１ 
 
教育的効果の高いインターンシップの要件として、①産学の関係性、②
プログラムの要素、③専門人材の必要性、はそれぞれどのようなものか。 

第１章 教育的効果の高いインターンシッププログラム 



インターンシップの教育的効果 

1. キャリア教育 

 単なる就職活動支援ではなく、キャリアガイダンス（自己の適性や志向性の
理解、仕事の理解）に加え、社会人基礎力などの汎用的能力や、キャリア
の自律、リーダーシップの涵養などを促すもの。 
日本のキャリア教育は「就職活動支援」の段階にとどまっていることが多い。 

2. 教養教育 

 インターンシップを通して、「学ぶこと」「働くこと」「生きること」のつながりを理解
する。 

 批判的アプローチによる協働と参加を通した学習であり、学び方のアプローチ
を変えるもの。 

3. 専門教育 

 専門分野と関連した業務を実践することで、大学における学習へのフィード
バックが得られ、課題の明確化や学習意欲の向上につながる。 

 教室での学習と、学生の学問上・職業上の目標に関係する分野での有益
な職業体験とを統合する組織化された教育戦略に基づき、理論と実践を
結びつける漸進的な経験を提供する（コーオプ教育の考え方）。 

 

インターンシップには上記の３つの観点での教育的効果がある。従って、
インターンシップを大学教育に位置づける際には、それぞれのプログラム
の目的を明確にし、それを踏まえた評価をする必要がある。 
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インターンシップには、①キャリア教育（社会人基礎力などの汎用的能力の獲得+キャリアガイダンス）、②教養教育（社会における
関係性の理解）、③専門教育の実質化の３つの観点からの効果があり、プログラムごとに目的を明確化する必要がある。 

平成２４年度経済産業省委託事業「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」報告書より 

１ キャリア教育 
（汎用的能力の獲得＋キャリアガイダンス） 

３ 専門教育 
（コーオプ教育の視点） 

２ 教養教育 
（社会における関係性の理解） 

就職活動支援 

キャリアガイダンス 

本来のキャリア教育 キャリア教育の３段階 

インターンシップを 
通して 

 
３要素がつながる 

On-Campusでの
学び 

<理論> 

Off-Campusでの
学び 

<実践> 

反復 
 
と 
 

融合 
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第１章 教育的効果の高いインターンシッププログラム 



教育的効果の高いインターンシップの要件 

1. 企業、大学、学生の三者で実施目的が明確に共有されていること 

 大学にとっての実施目的や教育的効果を明確にする。 

 企業が受入目的を明確にし、大学の目的との整合性を意識する。 

 プログラムの目的を学生が理解し、自らの参加目的を明確にしている。 

2. 実施目的に沿ったプログラムが設計されていること 

 実施目的や大学教育の中での位置づけなどを明確にし、それに対する適切なプログラム
が設計されている。 

 実施目的に応じた事前・事後研修が整備されている。 

 企業担当者が学生に対して適切に関与できる仕組みやツールがある。 

3. 企業の現場等でのリアルな体験の機会があること 

 学生が仮想的なプログラムやディスカッションだけではなく、現実の事業の一部を担い、そ
れに即した成果目標と指標を設定し、それに対する達成責任を持っている。 

4. 学生の目標設定・フィードバック・振り返りが徹底されること 

 事前研修で学生自身が業務と自己成長の上での目標を明確にしている。 

 学生が、実際の顧客や関係者とのやりとりの中で実務のPDCAサイクルを回し、多様な
フィードバックを受けている。 

 担当者や関係者とのやりとりや事後研修等の場で、学生が多様なフィードバックを受け、
自己の体験を振り返り、意味付けする機会がある。 

 前提条件として、すべての関係者にメリットのある場を設計し、信頼関係を構築することが
必要 

 上記要件を実現するためには企業現場のリアリティを保ちつつ、教育環境として成立させ
るようにプログラムを開発・運用・評価する専門人材が必要 

3. 企業の現場等で
のリアルな体験の
機会 

2. 実施目的に沿ったプログラムが設計されている 

1. 企業、大学、学生の三者で実施目的を明確に共有 

教育的効果の高いインターンシップ 

 専門人材によるサポート 

4. 学生の目標設
定・フィードバック・
振返りの徹底 

PDCA 

前提条件として：すべての関係者にメリットのある場の設定 

 実施目的が専門教育の実質化や社会人基礎力等汎用的能力の開発であ
る場合には、少なくとも3週間を越える現場での活動期間が必要 

 大学の65％、受入企業の70.4％が、「学生が高い実習効果を得るために必要な日
数」として3週間以上の期間を選択している（厚生労働省「インターンシップ推進のた
めの調査研究委員会報告書」による）。 

 3週間未満では実務に取り組むための基本技能の習得や社内外の人間関係の構築
等、事業成果に結びつく活動ができないため、求める能力の開発が進まない。 

 実践と振り返りのサイクルを2回転以上繰り返すことで高い教育的効果が得られやすい
（委員意見より）3. 

教育的効果の高いインターンシップには、①実施目的の明確化、②適切なプログラムの設計、③企業の現場等でのリアルな体験、④
学生の目標設定・フィードバック・振り返りの徹底、が不可欠。その前提条件として、全ての関係者にメリットのある場の設定が必要で
あり、さらに、プログラムの設計・運用を担う専門人材によるサポートが必要。 
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第１章 教育的効果の高いインターンシッププログラム 

PDCA 



要件（１） 企業・大学・学生の三者で実施目的を明確に共有 

1. キャリアガイダンス型 

1. 仕事理解型：採用広報のためのインターンシップで、業界や企業について
総合的に理解することを目的とする。 

2. 採用直結型：採用活動の一環としてミスマッチを防ぐ目的で実施される。 

 

2. キャリア教育型 

1. 業務補助型：企業の通常業務に学生が取り組むことで、仕事の意義や
取り組み方、基本スキルなどを学ぶ。内容やマッチングで学びの質が大きく
左右される。 

2. 課題協働型：現場での活動と教室でのワークや議論を反復して、特定
課題に対する調査、企画提案等を行う。社会人基礎力等の汎用的能
力の育成に主眼が置かれている。 

3. 事業参画型：企業の新規事業や社内変革プロジェクトに参画することで、
汎用的能力に加え、起業家型思考行動特性の獲得や高度専門教育の
実質化を目指す。 
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国内のインターンシップには多様な形があり、それぞれ実施目的が異なっている。代表的なものとしては、①体験を中心としたキャリアガ
イダンス型、②実践を重視したキャリア教育型があり、それぞれの実施目的に応じて活用されている。どのような実施目的であっても、そ
れを明確にし、関係者が理解することが必要である。 

仕事理解型 

採用直結型 

キャリアガイダンス 

企業・業界広報 
（採用広報） 

採用マッチング 

教育的効果 
企業・社会の 

メリット 

体験中心のキャリアガイダンス型 

業務補助型 

課題協働型 

キャリアガイダンス＋ 
社会人基礎力等の汎用的能力を

育成する 

本来のキャリア教育 

 
 
 
 
 
 

若者を活用した 
業務推進 

若者発想の活用 
社内活性化など 

体験から実践へ進むキャリア教育型 

若者を活用した 
新規事業や 

変革プロジェクトの
推進 事業参画型 

 
 
 

教養教育 
社会の関係性の理解 

 
専門教育 

起業家型思考行動特性
の獲得 

専門教育の実質化 

 
 
 

専門教育の実質化へ 
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運営組織における実施目的と位置づけの明確化 

【大学における課題】 ※ヒアリングより 

インターンシップの導入・拡大を図りたいが、大学の人材育成目標とインターンシップの実施目的が一致せず、学内の足並みを揃え
ることができない。 

一部の教員が志とボランティアで実施しているので組織的な動きにならず、質的向上も量的拡大も進まない。 

 

 実施目的や位置づけの明確化の具体的な手法 
 産業界で活躍する人材の育成を目標とする大学では、インターンシップの位置づけが明確になりやすい。 
 運営予算の確保と、専門人材の学内配置が進んでいるケースが見られる（京都産業大学、金沢工業大学等）。 

 スタートアップ資金については国の補助金を活用している。 

 孤立しがちな意欲のある教職員の横のつながり、情報交換を通じた試行の準備が有効。 
 産業界ニーズGP：ブロックごとの研究会や全体会 

 大学関係者向け研究会（NPO法人ETIC.主催等） 

 学外予算を活用し、質の高いプログラムを小規模に試行し、他地域、国（GP事業等）からの評価を通じて学内のポジションを高めて、
意思統一を図る。 

 文部科学省等、国の方針の共有、後押しが有効。 
 国の調査研究事業の各種報告書やガイドブック、インターンシップに関する予算措置等、国としてインターンシップを推進しているという後押しがあると学内調

整を進めやすい。 

 学内外の組織体制 
 金沢工業大学（産学連携機構の中にキャリア支援、就職支援チームが入っている） 

 高知大学（試行時期の立ち上がりから10年を経て新学部創設に至るまでの経緯）  

 九州インターンシップ推進協議会（強い事務局機能） 

                                                  など 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

教育的効果の高いインターンシップの実施には、実施目的が明確である必要がある。インターンシップに関係する大学、地域、NPO
（専門人材を有する機関）それぞれの実施目的と、大学での人材育成目標を一致させることで、インターンシップの質の向上と量の
拡大が可能になる。 
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運営組織ごとの実施目的の明確化:金沢工業大学の事例 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

（出所：金沢工業大学ホームページほか） 

金沢工業大学では、正課教育（授業）と正課外教育（課外活動）の相乗効果で「自ら行動する技術者」の育成に全学で取り
組んでおり、インターンシップは正課外教育の一つとして推進されている。 
学外のインターンシップは産学連携機構内のキャリア支援室が担当している。 
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運営組織ごとの実施目的の明確化：京都産業大学の事例 

 キャリア形成支援教育を「建学の精神」の具現化に向けた大学の専門教育として位置づけている。 

 専門部署として「キャリア教育研究開発センター」を設置 

 インターンシップ科目における企業対応・学生対応は全て専任教員が担当 

 事前授業（14コマ）、事後授業（5コマ）を8人の教員で担当（専任6名、非常勤2名） 

 毎年、受入企業の60～70％をスタッフが直接訪問し、受入を要請、お礼とプログラムについて確認 

 学生に全受入企業とプログラム内容を説明 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  21 

京都産業大学では、キャリア形成支援教育を「産学協同を実践する綜合大学」、「現実の産業界と密接な連携を保ちつつ理論と実
際との融合した教育」という建学の精神の具現化に向けた大学の専門教育として位置づけている。 
 

（出所：経済産業省 平成24年度 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」報告書および第1回勉強会での松高委員発表資料より） 
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運営組織ごとの実施目的の明確化：九州インターンシップ推進協議会の事例 

 九州インターンシップ推進協議会は、福岡県を中心に28大学が
加盟するインターンシップ推進のコンソーシアム。年間参加学生数
800名、受入企業数230社にのぼる。 

 福岡県中小企業経営者協会中央会が事務局を担い、大学、
産業界、行政機関が参画している。 

 企業と大学の間を仲介する組織として、それぞれに対して実施目
的を打ち出している。 

1. 対大学：教育内容・方法の改善・充実、高い就職意識の育
成、自主性・独創性のある人材の育成 

2. 対企業：実践的な人材の育成、大学教育への産業界等の
ニーズの反映、企業等に対する理解の促進 

 大学、産業界双方のニーズに応えるべく、 

1. 人事担当者を講師とした事前研修 

2. 学生と経営者の対話の場の設計 

3. 学生が現場に直接触れる機会の設計 

4. 修了報告を中心とした事後研修 

 をプログラムに組み込んでいる。 

 中小企業でのインターンシップへの学生の参加促進のために、専
門ウェブサイトや各種イベント（経営者との交流イベント、ラジオ番
組等）を通じて、中小企業の魅力発信に努めている。 
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九州インターンシップ推進協議会では、中小企業経営者団体が事務局を担うことで、大学と産業界の双方の実施目的とニーズをくみ
取ったインターンシッププログラムを運用し、28大学800名の学生を230社で受け入れることに成功している。 

 九州インターンシップ推進協議会のスキーム 

中小企業魅力発信サイト 
“CREREA” 
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要件（２） 実施目的に沿ったプログラム設計 

 インターンシップにおける教育的効果
は現場での活動だけではなく、事前
の目標設定や仮説設定、事後の仮
説検証、振り返り、意味づけといった
プログラムによって大きく左右される 

1. 事前研修では以下の項目が扱われ
る 

 動機付けと実施目標の確認 

 目標設定と行動計画の策定 

 実践スキルの習得 

 エントリー、マッチングのための準
備 

2. 事後研修では以下の項目が扱われ
る 

 成果（目標達成度）の確認 

 体験の言語化と意味づけ 

 評価 

 修了後の行動計画の作成 

 

 企業担当者と学生が同じ場で目的
と目標を共有する合同事前研修を
行うことで高い効果を発揮した事例
もある。 
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教育的効果の高いインターンシップでは、現場での実習だけではなく、事前・事後の研修が体系的に設計されている。①事前研修で
は、動機付け、目標設定、基本スキルの習得等が、②事後研修では、成果確認、体験の言語化と意味づけ、評価が行われる。また、
期間中も、企業が学生に対して適切な関与ができるような仕組みが構築されている。 

事前研修 事後研修 

1. 動機付け 
• 大学としてのインターンシップの実施目的と意味の
理解 

• インターンシップに参加することの自分にとっての意
味と目的（何を得たいか、どんな成長をしたい
か）の確認 
 キャリアガイダンス型では職業観に関するプログラ

ムを設計 
2. 目標設定 
• 最終的な成果目標の確認 
• 直近の成果目標の設定と行動計画の策定 

3. 実践スキル 
• 社会人マナー、その他ノウハウ 
• 論理思考・調査手法 
• プレゼンテーション技法 
• 専門的な職種の場合は必須となる専門知識 

4. エントリー・マッチングの準備 
• エントリーに必要な書類（履歴書、エントリーシー
ト等）の作成 

• 受入企業の事前調査の実施 
• 企業の仕組みと自らの専門分野や興味関心との
つながりの理解 

• 受入企業から与えられる事前課題への取り組み 

1. 成果確認 
• 当初設定した事業目標や成長目標に到達したか
の確認 

2. 言語化と意味づけ 
• 日報等を用いて現場での体験を振り返り、自らの
意識と行動の変化を確認する。 
①業務・社会体験への直接的な関わりの変化 
②体験を通じたコミュニケーションの変化 
③体験を通じた更なる意味づけ・価値観形成

への意識  
• インターンシップ期間中の様々な体験が自分の人
生やキャリアパスにとって、企業にとって、地域や社
会にとってどのような意味を持つかを振り返る 

• 学生の振り返りと、学生から見た受入企業とその
社員へのフィードバックの機会（会社の新たな魅
力・課題・組織への指摘、社内の変化・社員の行
動の可視化等） 

3. 評価 
• 実施前後の変化の自己評価・他者評価による再
認識 

4. 修了後の行動計画の作成 
• 大学での学びや、将来のキャリア選択につながる
目標設定と行動計画の作成 
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事前・事後研修の運用事例：高知大学人間関係形成インターンシップ 

24 

事前学習 事前支援 実習生 支援者 

目標設定セミナー 
 
他者との信頼関係の醸成 

Why思考重要性の気づき 

インターン目的の明確化 

チームビルディングセミナー 
 
チームメンバーの人柄や性格の相 
  互理解 
チームメンバーがSBIで何を得ようと 
     しているかに関する相互理解 

目標設定塾 
 
インターンシッププログラムの作成 
実習支援者（SV；スーパーバイザー）としての目標設定 
実習支援上のポイント理解 

実習先マッチングセッション 学生は3名1組で実習、実習期間は3週間 

目標設定総括セミナー 
 
課題実践の整理と内省 

スパイラルな利他的活動の具体化 

事後学習 

目標設定総括塾 
 
学生支援活動の振り返り 
振り返りの理論的整理と支援 
振り返り成果の実務へのフィードバック支援 

事後支援 振り返り報告会 

終了直後および６ヵ月後 
 
利他的活動の意義理解 
学生の伝える力の向上 
SVの学生支援成果の確認 

ＳＢインターンシップ実習（３週間） 

1. 上記の図は、高知大学が内閣府の受託研究（H22～H23）で開発してきた人間関係形成インターンシップ半年間 (SBI;Society Based Internship)のフレームである。 
2. 基本コンセプトは、①参画するすべての協働者が「本気」で取り組める仕組み、かつ②本気の取組が醸成される相互信頼関係の形成にある。学生の本気は、事前学習による

支援に始まり、3人一組でのインターン、実習終了後の報告会、さらに、その後、のプログラム期間中に行う月1回の振り返りと6ヶ月目の再度の報告会の実施で醸成。支援者
サイドは、15日間の振り返り（面談）支援、日報へのコメント記入や報告会への参加を通して形成する。なお、両者の本気形成のための支援として、上記のセミナー（学生
向け）と塾（支援者向け）を実施している。 

3. このプログラムでは、最終的に、実習生と支援者の同時自律化形成を目的としている。 ⇒ 大学と企業間の信頼関係の形成 

受入企業、参加学生の双方が学びを振り返る機会を同時に設定する 
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事前・事後研修の運用事例：米国・シンシナティ大学 

 1年次に、実際に受入企業・団体で働く
事前準備として、コーオプ教育導入 
（Introduction to Cooperative 
Education）を履修 

• コーオプ教育の意義をはじめ、自己分
析、レジュメの書き方やインタビューの
練習、コーオプ教育の生かし方等につ
いて学ぶ 

• 同じカレッジごとのクラス編成 

• コーオプ教育の担当教員による授業 

①受入企業・団体による評価 
②学生自身による自己評価 
③担当教員による評価 

事後評価・振り返り 個別サポート 事前教育 

 コーオプ教育担当教員1名あたり、
150～200名の学生を、在学中担当
し続ける。担当の人数は多いが、コー
オプ教育の参加時期を分散させている
ため、過度な負担はかからない。担当
は、専門をベースに決定。 

 参加企業・団体や仕事などを「自分で
選ぶ」サポート、毎回の修了後のフィー
ドバックを通して、継続して学生の成長
を見守り、学問と実践をつなげる。 

 担当教員はコーオプ教育のことだけで
なく、経済的なことから学生生活全般
まで、学生にとっての相談相手となり、
信頼関係を築く。 

 コーオプ教育修了後、授業に戻る
タイミングで学生と担当教員が振り
返りディスカッションを実施。事後評
価を今後の学習やキャリアにどのよ
うにつなげ統合していくか、等につい
て1対1で話し合う。 

 

 

 

 ミスマッチが起きた場合でも、その経
験をどのように次に生かすのかを一
緒に考える。学生に自分で考えさ
せることを重視。20歳前後の学生
は、まだ本当に自分は何をやりたい
のかわからないことが多いことへの配
慮。 

（出所：経済産業省 平成24年度 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」報告書） 
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事前・事後研修の運用事例：米国・ノースイースタン大学 

（経済産業省 平成24年度 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」報告書より） 

 学生に対する事前・期間中・事後のサポート 
事前・事後に必須授業を設けることで準備と振り返りを確実に行う。 

 学生は、実際に受入企業・団体に入る前に、必須授業としてコーオプ事前
コース（co-op preparation course）を受講しなければならない。 

• インタビュー時の服装、レジュメの書き方、インタビューの練習、ネットワーキ
ング等について学ぶ内容となっている 

• 授業はコーオプ教育の教員が担当 

• キャリアセンターと密接に連携を取りながら授業を行う 

  レジュメやインタビュー等、スキル面での包括的なサポートを行う 

  キャリアセンターとコーオプ教育センターはそれぞれ独立した部署だが、
密接に連携を取り合っている 

事 
前 

実際に受入企業・団体で働いている期間中の学生に対するサポートは、各
担当アドバイザーに一任。ベースラインのコミュニケーションは取るが、ハンズオ
フしていることがほとんど。 

• どのアドバイザーも学生とベースラインのコミュニケーションは取っており、完
全に手放しにすることはない 

• 定期的にサポートを行う等、それ以上をするアドバイザーもいるが、その部
分に関しては各アドバイザーによって異なる 

• 受入企業・団体の担当者から担当アドバイザーに連絡が来ることもある 

期
間
中 

終了後、学生は必須授業として、振り返りセッション（reflection 
session）を取らなければならない。また、学生は終了後に、得られた経験
等について、受入企業・団体の評価を行う 

• 担当アドバイザーと個人面談をし、受入企業・団体で働いた経験につい
て話したり、それらを自分が専攻している学問と結びつけたりする 

• グループで行うこともある 

事
後 

① 学生の受入ポジションが、ノースイースタン大学のコーオプ教育の
条件と合うか 

② 業務内容が、ファイリング等の単純作業だけでなく、学生の成長
につながるもの、学問と実社会での経験を結び付けられるような
ものになっているか 

③ 表現や書き方等が、学生にとって魅力的に映るものになっている
か 

 受入企業・団体に対するサポート 
学生とのマッチングに加え、教育的効果と企業メリットを両立できるよう
な勤務内容やワークプランの作成をサポートしている。 

 コーオプ教育が始まる2ヶ月～3ヶ月半前に、受入企業・団体は
ワークプラン等をノースイースタン大学コーオプ教育センターの職員
に提出する。職員はそれを受けて、学生とのマッチングやレジュメ
の受け渡し等を行う。 

 新規の企業からコーオプ教育の受入に関して問い合わせも多く、
職員は企業側のニーズを鑑みながら、以下３つの観点で勤務内
容（job description）やワークプランの作成をサポートする。 

 さらに受入企業・団体側の期待値調整として、コーオプ教育をレベル1
～3に分け、事前に企業側と合意形成する。 

• レベル１： 新入社員レベルの基礎的な業務内容で、学生に深い知 
 識や経験は要求されない 

• レベル３： すでにいくつかのコーオプ教育の経験がある学生が対象 
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要件（３） 企業の現場等でのリアルな体験の機会 

 教育的効果の高いインターンシップでは、学生に対して仮想的な
環境だけではなく、現実の事業の現場を提供し、それに即した成
果目標と指標を設定し、達成責任を課している。 

1. 実務現場の設定 

 大学の実施目的を踏まえつつ、バーチャルなプログラムやディス
カッションだけではなく実務の現場を設定する。それによって、学
生が周囲の多様な関係者からの企業視点でのフィードバックを
受けられる状況をつくる。 

2. 企業の基準に基づく参画と成果への要求 

 企業として必要な成果を明確にし、それに対する達成責任を
課すことで、学生の能力を最大限に引き出す。 

 企業の基準に基づく評価によって、学生の能力開発やプログラ
ム全体の改善につながる。 

3. 顧客等の多様な関係性 

 実際の顧客や関係者とのやりとりの中で実務のPDCAサイクル
を回しながら、多様なフィードバックを受けている。 

 このようなリアルな体験も、それ単独では高い教育的効果を生み
出さない。事前の調査や課題設定、目標設定、日常のフィード
バック、事後学習等での振り返りや意味づけといったサポートプログ
ラムと連動することで初めて効果を発揮する。 
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教育的効果の高いインターンシップでは、企業側がプログラムの実施目的を踏まえて、①実務現場の設定、②企業の基準に基づく参
画と成果への要求、③顧客等の多様な関係性、を含むリアルな体験の機会を提供している。ただし、このリアルな体験が、期間中の
振り返りや事前事後学習と連動することが必要。 

事前学習 
調査／課題設定／目標設定 
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事後学習 
成果確認／振り返りと意味づけ／修了後の行動計画 
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要件（4） 学生の目標設定・フィードバック・振返りの徹底 

 教育的効果の高いインターンシップでは、企業担当者が学生に対して適切に
関与し、目標達成に導くことで、結果として成長目標の達成につなげている。
関与の形としては、以下のようなものがあげられる。 

1. 企業の目標達成への意識の強化 

 業務上または組織上の目標を明確にし、その達成に学生の意識を向けさ
せる。現場での活動に集中させることで、結果として周囲からの学びを得や
すくする。 

2. 関係者からの適切なフィードバック 

 顧客や取引先、他の社員といった関係者からのフィードバックを直接得や
すい環境を整備し、その中で学生自身が自らの仮説を検証する機会を増
やす。 

 社内の関与を促進するためには、学生が受入担当者以外の社員の協力
を得ることが必要になるよう業務を設計する 

3. 業務の進捗管理 

 進捗管理を細かく行い、スモールステップでの達成感をつくりつつ全体の目
標達成の可能性を高める。 

4. 社内での対話・議論の場づくり 

 関係者からのフィードバックや、学生自身の気づきをどのように業務に反映
させるかを対話・議論する場をつくる。これが結果として学生に対するカウン
セリングの場となる。 

 これらの関与が適切に行われるためには、専門人材との連携が効果的である。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

教育的効果の高いインターンシップでは、企業側がプログラムの実施目的を踏まえて、①企業の目標達成への意識強化、②関係者
からのフィードバックが得られる環境作り、③業務の進捗管理、④それらを踏まえた社内での対話・議論の場づくり、といった関与を専門
人材の支援を得つつ行っている。 

経営者 
受入担当者 

インターンシップの場 

学生 顧客や 
ステークホルダー 

試行錯誤 

フィードバック 

実行 

経験 

対話 

他 の 社 員 

対話 対話 対話 対話 対話 

進捗管理 

専門人材による状況把握とサポート 
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委員会とシンポジウムにおける意見より 

 産学の関係性の構築 

 大学が組織として地域の人材育成に動くことが企業や地域との信頼関係の構築につながる。さらにそのような取り組みが大学の外部評価の項目
に入るなどの制度的な後押しがあれば、より積極的に関係性構築が進む。 

 プログラムの要素 

1. 実施目的 

 種々のインターンシップの実施目的を大学が明確にし、企業と共有することが必要。 

 中長期インターンシップでは、大学改革・学士課程改革にどうつなげるかを考える必要がある。そのために、産学が積極的に関わること
を促す制度的な後押しが必要。 

 実施目的に応じて、就職支援はキャリア担当、専門教育は教員といった役割分担をしつつ、必要に応じて密に連携することが有効。 

2. プログラム設計 

 課題を特定する力が多くの学生に不足しており、その向上が望まれる。ゼミ等で目標設定・仮説・実行・検証を行い、内省・言語化
させる機会をつくり、リアルな体験と組み合わせることで大学での学びを課題解決に生かすことができる 

3. リアルな体験の機会 

 現場での体験を通して日常の関係性を築くプロセスが必要。 

 実施目的によって必要な体験が異なるため、企業側がイメージできるように細分化された現場の条件を示す必要がある。 

4. 目標設定・フィードバック・振り返りの徹底 

 目的・目標に対する動機付けがはじめに必要であり、その上で適切な時期のフィードバックが求められる。 

 内省・言語化の機会をインターンシップ中に設け、PDCAサイクルを2回以上回転させることが有効。期間中に受けたフィードバックを現
場で試すことができる。 

 専門人材の必要性 

 企業における学びの場をよりよいものにし、企業にとってのメリットや成功パターンを明確にし、関与の必要性を示す役割が求められる。 

 長期的視点でインターンシップや関係者全体を俯瞰し、産学協働教育の場をコーディネートする存在が必要。 
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第1章のまとめ：教育的効果の高いインターンシッププログラムのポイント 

第１章 教育的効果の高いインターンシッププログラム 

3. 企業の現場等で
のリアルな体験の
機会 

2. 実施目的に沿ったプログラムが設計されている 

1. 企業、大学、学生の三者で実施目的を明確に共有 

教育的効果の高いインターンシップ 

専門人材によるサポート 

4. 学生の目標設
定・フィードバック・
振返りの徹底 

前提条件として：すべての関係者にメリットのある場の設定 

PDCA 

PDCA 

PDCAサイクルを2回
転させることで、フィー
ドバックを現場の活
動に反映させる 

周囲からのフィード
バックを受けながら仮
説検証する機会を
設計する 

企業の受入目的を
大学が理解し、互い
のメリットを作る 

事前研修では目標
設定が、事後研修
では振り返りとネク
ストステップの設計
が最重要項目 



第２章 専門人材の要件と育成 
 専門人材の機能・役割 

 専門人材の能力要件 

 専門人材の育成・評価・配置 
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研究課題２：専門人材の要件と育成 

 専門人材に関する詳しい議論はこれまで国内でなされていない。
先行事例や、海外のコーオプ教育の事例などを踏まえて、以下の
それぞれの観点から検討する必要がある。 

1. 専門人材の必要性：専門人材が介在することでインターンシップ
の質がどのように向上するかを明確にする。 

2. 専門人材の役割：教育的効果の高いインターンシップの実施に
おいて専門人材が担う役割を分解整理する。 

3. 専門人材の能力要件：専門人材の果たすべき役割から、必要
な基礎知識と実践的能力を抽出する。 

4. 専門人材の育成・評価・継続学習：専門人材を育成するための
具体的な仕組みと、質を担保するための評価項目・手法、継続
学習のためのコミュニティの形成について検討する。 

5. 専門人材の配置の形と、それぞれの場合の採用方法、費用負担
（人件費、事業費の調達）の方法について検討する。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

教育的効果の高いインターンシッププログラムを設計・運用する専門人材については、これまで十分に議論されていない。専門人材の
必要性、役割、能力要件、育成・評価の手法、継続学習の仕組み、配置と採用、費用負担といった点について、先行事例をもとに
議論する必要がある。 

専門人材の必要性の明確化 

専門人材の役割の分解整理 

専門人材の能力要件の抽出 

専

門

人

材

の

機

能

と

役

割 

専門人材の育成の仕組みと評価 

専門人材の配置、採用、費用 
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研究課題２ 
 
教育的効果の高いインターンシップを設計・運用する専門人材に求めら
れる機能と役割、その育成の方法はどのようなものか。 

第２章 専門人材の要件と育成 



専門人材の要件と育成 

 教育的効果の高いインターンシップの設計・運用を担うことができ
る専門人材については以下のような課題がある 

1. 多種多様なインターンシップが展開される中で、専門人材に求めら
れる機能と評価の方法の可視化について考える必要がある。 

2. 自然発生的に専門人材が育つ環境はなく、専門人材を全国のプ
ラットフォームが輩出する機能を具体的にどうつくるかを考える必要
がある。 

3. 専門人材の機能としては、現場での活動と事前・事後の研修の
運営が重要であり、その標準化も含めた議論が必要。 

4. キャリア教育に携わる人の中でもキャリア形成に対する認識のずれ
や誤りがある。我流の集まりにならないような、育成の仕組みが必
要。 

5. 専門人材の継続的な活動に向けた問題を解決する必要がある。 

 

 上記のように、専門人材については、①役割、②能力要件、③
育成・評価のポイント、④育成・評価・継続学習の仕組み、⑤専
門人材の配置と自立化について議論する必要がある。 
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海外でコーオプ教育が進む背景に専門人材の存在がある。同様に、教育的効果の高いインターンシップの設計・運用には、教育的効
果の向上と受入企業への価値提供の両面から、アクティブラーニングに習熟した専門人材の存在が不可欠である。 
 

1. 教育的効果の高いインターンシップの実施におい
て専門人材が担う役割は何か。 

2. 専門人材に求められる具体的な能力要件は何
か。 

3. 専門人材の採用・育成・評価のポイントは何か。 

4. 専門人材の育成・評価・継続学習の仕組みとは
どのようなものか。 

5. 専門人材の配置と、それぞれの場合の自立化の
方法としてどのようなものがあるか。 

 専門人材の要件と育成に関わる論点 
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専門人材の役割 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  34 

専門人材の役割は、インターンシップに関係する企業、学生、大学の三者のニーズをすりあわせ、インターンシップを実施するための関
係性を構築し、インターンシッププログラムを開発・運用・評価すること。そのために、企業、学生、大学のそれぞれに対する複合的な
コーディネート能力が必要とされる。 

インターンシップの流れ 

専門人材の役割 

概
要 

• 実施目的を明確にし三者で共有する 
• 適切なプログラムと研修を設計する 
• 企業の成果目標、大学の教育目標を設定する 

• 実施環境を整備する 
• 事前・中間研修を実施する 
• 実施状況を把握し、適切なサポートをする 

• 三者それぞれにとっての振り返りと評
価を支援する 

• プログラム全体を評価し改善する 

対
企
業 

• 受入企業の開拓 
• 実施目的の確認 
• 成果目標の設定 

• 受入環境の整備 
• 社内オリエンテーション 
• 受入担当者支援 

• 社内報告会 
• プログラムの振り返り 
• 企業評価 

対
学
生 

• プログラム広報 
• 学生募集 
• 学生面談とマッチング 

• 事前・中間研修 
• 実施中の状況確認（日報、面談等） 

• 事後研修による振り返りと評価、
フィードバック 

対
大
学 

• カリキュラム上の位置づけの確認 
• 実施目的・教育目標の確認 
• 事前・中間・事後研修の設計 

• 実施状況の情報提供 • 学内報告会 
• 教育的効果の評価 

開発期 運用期 評価期 

受入企業 
開拓 

導入計画 
立案 

広報 
学生募集 

（マッチング） 
環境整備 

インターン実施 

研修・モニタリング 

振り返り 
評価 

事後フォロー 

これらの役割を果たすために、専門人材には複合的なコーディネート能力が必要とされる。ただし、すべての役割を一人で負う必要はなく、プログラムの全
体設計の中で役割分担をすることも考えられる。 
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専門人材の役割と機能（１） 開発期 

 インターンシップの開発期には、実施目的の明確化とそれに合わせたプログラ
ムを設計することが必要になる。 

1. プログラム全体の設計 

 実施目的に合わせたプログラムのフレーム（期間、内容、研修項目、モニ
タリング、評価等）を設計する。 

 インターンシップ受入環境（受入担当者、受入条件、コミュニケーションの
方法など）を設計する。 

2. 企業メリットの設計 

 実施目的を踏まえて、企業ニーズをヒアリングし、企業ごとに受入メリットを
設計する。十分に納得性のある説明を企業に対して行い、参画を促進す
る。そのためには、企業が抱える課題やその解決に関するフレームワークを
理解することが必要。 

3. 学習システムの設計 

 実施目的に合わせて得られるべき教育的効果を理解し、それが得られる
ような学習システムを設計する。そのためには、大学のカリキュラムや様々な
インターンシップの効用、効果的な学習のための仕組みを理解し、必要に
応じて組み立てることが必要。 

 

 これらを実現するために、専門人材には、企業課題解決のフレームと、イン
ターンシップを通した効果的な学習の仕組みを組み合わせてプログラムを設計
する能力が求められる。 

 これらに加えて、インターンシッププログラムの意味や価値、受入企業の魅力を
適切に広報し、学生の参加を促すことも必要になる。 

 現場での活動期間が1ヶ月以上の長期にわたる場合には、企業と学生双方
のヒアリングを通して、業務内容と伸ばせる能力、必要なスキル、社風との相
性等を考慮した適切なマッチングを行う必要がある。 
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インターンシップの開発期には、インターンシッププログラムの設計能力が要求される。そのためには、①企業の課題とその解決のフレーム
を理解すること、②インターンシップを通じた効果的な学習の仕組みを理解すること、③それらを適切に組み合わせられること、が必要。
また、プログラム参加学生を募り、適切なマッチングを行う能力も求められる。 

役
割 

• プログラム全体の設計 
• 企業メリットの設計 
• 学習システムの設計 
• 広報 

対
企
業 

• 受入企業の開拓 
• 実施目的の確認 
• 成果目標の設定 

対
学
生 

• プログラム広報 
• 学生募集 
• 学生面談とマッチング 

対
大
学 

• カリキュラム上の位置づけの確認 
• 実施目的・教育目標の確認 
• 事前・中間・事後研修の設計 

能
力 

要
件 

• 企業課題およびその解決のフレームと、インターン
シップを通した効果的な学習の仕組みを組み合わ
せてプログラムを設計する能力 

 開発期 
 受入企業を開拓する 
 実施目的を明確にし、企業、学生、大学で共有する。 
 適切なプログラムと研修を設計する。 
 企業の成果目標、大学の教育目標を設定する。 
 長期の場合には適切なマッチングが重要 
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専門人材の役割と機能（２） 運用期 

 運用期には、企業・学生の双方にとっての成果目標を明確にし、それを達成
できるような支援をすることが必要。 

1. 研修 

 事前研修や中間研修を行い、成果目標の達成を支援する。 

 企業、学生双方の実施目的の確認と目標設定。 

 事前準備：（企業）受入環境の整備、（学生）事前課題等。 

 基本スキルの提供：（企業）学生マネジメント、（学生）基本業務
スキル。 

2. モニタリングとプロジェクトマネジメント支援 

 日報や面談によって状況を確認し、企業に対しては学生マネジメント支援、
学生に対しては業務への取り組みや目標達成の支援、モチベーション管
理等を行う。 

 現場での活動期間が1ヶ月以上の長期にわたる場合は上記に加えて、中
間研修による支援が必要。ここでは、途中経過の確認、モチベーションの
管理、目標の再設定、行動計画の策定等を行うと効果的。 

 

 これらを実現するために、専門人材には、研修の運営能力（講義、ファシリ
テーション）とプロジェクトマネジメント能力（進捗管理、コミュニケーション）、
学生カウンセリング能力が求められる。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

インターンシップの運用期には、研修とモニタリングを通してインターンシッププログラムが最大限の成果を得られるように支援することが必
要になる。そのためには、①講義やファシリテーションといった研修運営の能力、②成果を出すためのプロジェクトマネジメントの能力が求
められる。 

役
割 

• 事前研修と中間研修（長期の場合） 
• モニタリングとプロジェクトマネジメント支援 

対
企
業 

• 受入環境の整備 
• 社内オリエンテーション 
• 受入担当者支援 

対
学
生 

• 事前・中間研修 
• 実施中の状況確認（日報、面談等） 

対
大
学 

• 実施状況の情報提供 

能
力
要
件 

• 研修の運営能力（講義、ファシリテーション） 
• プロジェクトマネジメント能力（進捗管理、コミュニ

ケーション） 
• 学生カウンセリング能力 

 運用期 
 実施環境を整備する。 
 事前・中間研修を実施する。 
 実施状況を把握し、適切なサポートをする。 
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専門人材の役割と機能（３） 評価期 

 評価期には、参加主体それぞれの評価と教育的効果の評価に加えて、プロ
グラムの運営や全体の評価が必要。 

1. 事後研修や報告会を活用した参加主体それぞれの意味づけと評価 

 企業の振り返り：受入担当者を中心とした活動（学生マネジメントの状
況やプロジェクトマネジメント）の言語化と意味づけ。 

 企業の評価：受入目的に照らした目標の達成度、受入環境など。 

 学生の振り返り：行動結果と成果の確認、体験の棚卸しと意味づけ。 

 学生の評価：企業への貢献度、実施目的に照らした目標の達成度。 

2. 教育的効果の評価 

 実施目的に応じた教育目標に対する達成度の評価。 

3. プログラム全体の評価 

 プログラムの設計と環境設定の評価。 

 プログラム運用の評価。 

 プログラム全体としての企業への貢献度の評価。 

 プログラム全体としての学生への教育的効果の評価。 

 

 これらを実現するために、専門人材には、研修運営と評価（評価基準の策
定と運用）能力が求められる。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

インターンシップの評価期には、①それぞれの企業や学生の活動に対する振り返り、意味づけと評価、②教育的効果の評価、③プログ
ラム全体の評価が必要になる。 

役
割 

• 事後研修や報告会を活用した参加主体それぞれ
の意味づけと評価 

• 教育的効果の評価 
• プログラム全体の評価 

対
企
業 

• 社内報告会 
• プログラムの振り返り 
• 企業評価 

対
学
生 

• 事後研修による振り返りと評価、フィードバック 

対
大
学 

• 教育的効果の評価 

能
力
要
件 

• 研修の運営能力 
• 評価（教育的効果、プログラム）能力 

 評価期 
 三者それぞれにとっての振り返りと評価を支援する。 
 プログラム全体を評価し改善する。 
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実
践
的
能
力 

プログラム運営上必要な専門人材の基礎知識と実践的能力 
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第２章 専門人材の要件と育成 

専門人材には、基礎知識として①ビジネス、②学習システム、③環境、④関連法規に対する理解、実践的能力として①企業開拓、
②ビジネスコンサルティング、③広報、④プロジェクトマネジメント、⑤研修の設計と運営、⑥学生カウンセリング、⑦評価、といったものが
求められる。すべての能力を一人の専門人材が有することができない場合には、組織として分担する仕組みを作ることで対応する。 

教育的効果の高いインターンシップを担う専門人材・組織 

対企業 対学生 対大学 

評価期 

運用期 

開発期 

企業開拓 

ビジネス 
コンサルティング 

学習システム 
構築 

広報 

プロジェクト 
マネジメント 

研修設計・運営 

学生カウンセリング 

評価 

 教育的効果の高いインターンシッププログラムを運営する専門人材には、基礎
知識と実践的能力の双方が求められる。ただし、実践的能力に関しては、一
人の専門人材がすべてを有することができない場合、組織として有することが
できるような体制を構築することで対応する必要がある。 

1. 基礎知識としては以下の四点があげられる。 

1. ビジネスに関する基礎知識 

2. 学習システムに関する基礎理論 

3. 企業や高等教育のおかれている現状と課題 

4. インターンシップに関連する法律や規制 

2. 基礎知識に加えて有するべき実践的能力としては以下のようなものが上げら
れる。これらは、知識ベースの理解ではなく、実践を通して獲得したスキルであ
る必要がある。 

1. 企業開拓：適切な受入企業を開拓し、産学協働教育への参画を促す 

2. ビジネスコンサルティング：企業の課題を発見し、解決策を提示する 

3. 学習システム構築：現場での体験を伴う学習システムを大学教育の中に
組み込む 

4. 広報：大学内外の関係者に対してインターンシップの目的や効果を適切
に知らせ、参画を促す 

5. プロジェクトマネジメント：インターンシップを通したプロジェクトマネジメントを
実践し、手法を改善する 

6. 研修設計・運営：効果的な研修を設計し運営する 

7. 学生カウンセリング：学生のカウンセリングを行い、その手法を改善する 

8. 評価：学生の教育的効果、プログラムの運用、大学と企業の状況のそれ
ぞれに対する評価項目を設定し実施する 基礎知識 

ビジネス／学習システム／環境／関連法規 



プログラム運営上必要な専門人材の実践的能力 
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役割 
対象 

項目 知識 
レベル１ レベル２ レベル３ 

企業 学生 大学 プログラムの理解 効果的なプログラムの実施 制度設計、立案、推進 

開
発
期 

 企業開拓 
 プログラム設計 
 広報 

○ 
企業開拓 企業のニーズとインターンシッ

プの効果 
インターンシップの目的や効果を企業に説
明することができる 

実施目的に応じた企業を選定し、大学と
その企業のニーズをすりあわせて参画を促
すことができる 

インターンシップを含む産学協働教育基盤
へ、適切な企業や関係機関の参画を促
すことができる 

○ 
ビジネスコンサ
ルティング 

事業経営やビジネスのフレー
ムワークに関する基礎知識 

ヒアリングシートを用いて企業の状況をヒア
リングすることが出来る 

受入企業の課題を理解し、企業と連携し
て課題解決のための方法を考えることがで
きる 

受入企業の課題を発見し、解決策を提
案するために必要な人的ネットワークの構
築ができる 

○ ○ 

学習システム
構築 

現場での実体験を伴う学習
システムに関する基礎知識 

インターンシップにおける学習のメカニズムを
理解し、学生に説明することができる 

インターンシップにおける学習のメカニズムを
実際の体験を踏まえて理解し、企業、学
生、大学のそれぞれに説明することができ
る 

学習システムを組み込んだインターンシップ
プログラムを大学と連携して設計・運用し、
評価・改善することができる 

○ ○ ○ 

広報スキル 学生に対する広報の手法と、
必要なツールの作成方法 

案件ごとに学生募集のための告知文を作
成することができる 

インターンシッププログラムと個別の案件に
ついて、目的や内容を正確に伝え、学生
の参画を促すことができる 

企業や行政等、学外の関係者に対してイ
ンターンシップの意味や効果を適切に伝え、
産学協働教育への参画を促すことができ
る 

運
用
期 

 プロジェクト 
マネジメント 

 研修運営 
 学生カウンセリ

ング 

○ ○ 

プロジェクトマネ
ジメント 

プロジェクトマネジメントに関す
る基礎知識 

インターンシップの進捗を、受入企業の事
業との関係の中で理解し、学生の行動の
把握と修正支援ができる 

受入企業の事業目標達成のために、事
業の進捗確認と必要な支援ができる 

インターンシップのマネジメントを通して、受
入企業のプロジェクトマネジメントを改善す
ることができる 

○ ○ ○ 

研修設計・ 
運営 

事前事後研修の仕組みと手
法に関する基礎知識 
講義、ワークショップを運営す
るスキル 

定められた手順に沿って、事前・中間・事
後研修の運営の補助ができる 

定められた手順に沿って、実施目的に応
じた事前・中間・事後研修の場を設計・
運営することができる 
 

大学や企業と連携して、効果的な研修を
設計し、大学の教育課程全体を踏まえて、
必要な講義、ワークショップのファシリテー
ションをすることができる 

○ ○ 
学生カウンセリ
ング 

学生のキャリア形成やそれに
至る支援の手法に関する基
礎知識 

学生のキャリア形成や、それに対する支援
に関する知識を理解し、学生に対して説
明できる 

学生の状況をモニターし、必要に応じて実
施目的に合った助言をすることができる 

企業や大学と連携して、学生や若手人
材のモニタリング・カウンセリングの手法を開
発することができる 

評
価
期 

 評価基準の 
策定と運用 
 ○ ○ ○ 

評価 教育的効果の評価手法、企
業の事業・組織・マネジメント
に対する評価手法に関する
基礎知識 

評価項目の意味と必要性を理解し、学
生や企業に対して説明できる 

与えられた評価指標に基づき、学生の体
験や教育的効果、プログラムの内容を評
価できる 
 

大学と連携して実施目的に応じた学生評
価の項目を作成し、実施することができる 
事業、組織の観点からの企業の評価をす
ることができる 

第２章 専門人材の要件と育成 

専門人材が有するべき実践的能力としては①企業開拓、②ビジネスコンサルティング、③広報、④プロジェクトマネジメント、⑤研修の
設計と運営、⑥学生カウンセリング、⑦評価、といったものがある。実践経験の中で身につくものも多く、それぞれの能力について、当初
低いレベルにあっても、開発方針を明確にして現場での実践を繰り返すのが望ましい。 



専門人材の役割分担 
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必ずしも一人の専門人材がすべての役割を果たす必要はない。①対学生、②対企業、③対大学のそれぞれの役割を複数の専門人
材や組織が分担し連携することで機能を果たすことができる。 

地域の 
受入企業 

①大学内設置型 ②外部機関活用型 （例）高知大学、金沢工業大学等 

地域の 
受入企業 

大学生 

大学 

① ② 

③ 

コーディネート 
機関 大学生 

大学 

① ② ③ 

（例） 岐阜大学、尾鷲商工会議所、立教大学、 
九州インターンシップ推進協議会等 

専門人材の３つの対象と役割  
① 対学生 学生の動機づけ、方向付け、主体的な意思決定の促進、期間中のフォロー、振り返り 
② 対企業 導入目的の明確化、企業にとってメリットのあるプロジェクト設計、実施体制整備フォロー、期間中のフォロー、振り返り 
③ 対大学 事務局機能、参加学生募集、教員フォロー、事前事後研修運営、OB・OGへのフォロー 

専門人材 

① ② ③ 

第２章 専門人材の要件と育成 

すべての役割を学内で担う形。それぞれの対象ごとに役割分担をすること
も可能。特に対大学の役割については、教員が担うことも考えられる。その
上で、学生支援に長けた人材と、企業への価値提供に優れた人材を組
み合わせることで、全体として専門人材の役割を担うように組織化する。 

専門人材の役割を大学の内外で分担する形。すべての役割を外部機関
が担う場合には、大学側に対応窓口となる教員ないしは部署が必要にな
る。 



専門人材の育成 

1. コミュニティによる育成 

 インターンシップに取り組む企業や大学、専門人材からなるネットワークを
形成し、新たな専門人材を育成する仕組み。先進事例の共有や、ニーズ
に応じたハンズオン型のノウハウ移転など、多様な育成の仕組みを持つこと
が可能になる。 

 このようなコミュニティが持ちうる機能としては、①先進事例・ノウハウ・課題
の共有、②コンサルティング、ノウハウ移転、③会員相互の情報交流、相
互支援、④研究・出版、などがあげられる。 
参考事例：WACE（世界コーオプ教育協会） 

2. 講座・研修による育成 

 基本的な知識や技能の習得には、講座・研修型の育成システムが効率
的。 

 講座・研修は民間団体で実施することが可能であるが、質の管理の仕組
み、ないしは専門人材の能力認定のための基準の作成が必要。 
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専門人材の育成には、①先端の事例の共有やノウハウ移転といった機能を持つコミュニティによる育成と、②基本的な知識や技能を
伝達する講座・研修による育成の二種類があり得る。これらは、受講者のニーズや状況に応じて使い分けるのが望ましい。 

 専門人材養成講座の一例 

 コミュニティによる育成の一例 

（例）地域仕事づくりコーディネーターサミット2013（主催：NPO法人ETIC.） 
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（例）地域仕事づくりコーディネーター養成講座（主催：NPO法人ETIC.） 
http://challenge-community.jp/youseikoza / 

【参考事例】WACE（世界コーオプ教育協会） 
 コーオプ教育に積極的に取り組む全世界の大学が加盟 
 取り組み 

1. 世界レベルでのノウハウや課題、事例を共有する会議の開催 
2. 会員相互のネットワーキング 
3. 研究出版 
4. コンサルティング（ノウハウ共有・移転）等 

 ネットワーキングされた専門人材がその後も密に交流し相互にレベルアップを図っている 



事例：九州インターンシップ推進協議会 

42 

産官学の担当者が集まり実践型インターンシッ
プの理解を深め、コーディネーター育成に取り組
む。参加者は毎回30名以上。経営者・人事
担当者・大学関係者・学生がそろうことでお互
いのニーズや課題が浮き彫りになる。 

産官学一体となった専門人材育成講座を開催し、新たなコーディネーターを発掘・育成。多様な関係者の異なるニーズを理解し、そ
れぞれにメリットが大きいインターンシッププログラムの開発につながる。 
このような研修会を実施することで、大学教員の意識改革、企業関係者への長期インターンシップの普及啓発が進むと思われる。 
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第２章 専門人材の要件と育成 



専門人材の育成と認定 

 専門人材の育成には、知識の習得と現場での実践が必要。また、インターンシップの
実施目的によって必須の能力要件が異なるため、プログラム種別を踏まえた育成カリ
キュラムを構築する必要がある。今後、専門人材の認定を検討する際には以下の
点を踏まえた評価が必要である。 

1. 基礎知識の習得 
インターンシップの概略、企業のビジネスモデル、学習システム、プロジェクトマネジメ
ント、研修の設計・運営手法、学生のキャリア形成、学生カウンセリング手法、評
価手法といった、インターンシッププログラムの設計・運用に関わる基本的な知識を
習得する場をつくる。 

2. 現場スキルの獲得 
プログラムの設計、研修の運営、カウンセリング、評価指標の設計といった、インター
ンシップの設計・運営に関するスキルを実践から獲得する実習現場を用意する。 

3. 実務経験 
インターンシップの現場を実際に運営する中で、ほかの専門人材との相互支援や、
先輩専門人材の助言を受ける場が実践的能力の開発には不可欠。それができる
コミュニティを構築する 

 

 ※今後、さらに実践を重ねる中で、ノウハウや知識の体系化をはかり、将来的には育成 

   基準や能力評価基準等として整備していくことも視野に入れておく必要がある。 

 認定試験を設計する場合は、知識暗記型のものではなく、実務現場に即した解答
が求められる筆記試験や実技試験など、専門知識のベースを持った上での応用力
を確認することを重視する必要がある。 

 研修やOJTを集中的に行う「養成所」を大学やNPOに設置し、そこでコーディネー
ターを養成し現場に投入するのが効率的。 

 専門人材として十分な能力を一人の人間が有していない場合は、複数の専門人
材や組織の連携によって対処することも可能であり、一律にあらゆる能力を有するこ
とを認定のハードルとして課す必要はない。全体として機能が満たされることが重要。 
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専門人材の育成には、必要な知識の習得に加え、インターンシップの現場での実践が必要。専門人材のコミュニティの中で、①育成
講座による基礎知識の習得、②現場実習によるスキルの獲得、③実務やコミュニティ内での相互支援を通した経験知の強化といった
ことが求められる。 

専門人材（企業、大学、自治体を含む）コミュニティ 

1. ノウハウや課題、事例を共有する会議の開催 

2. 会員相互のネットワーキング  

3. 研究・出版、コンサルティング（ノウハウ共有・移転）等 

実務と相互支援 

基礎知識の習得 

実務経験 

育成講座の実施 

専門人材評価基準の策定 育成プログラム・教材作成 

育成講座講師またはメンター選定 

育成・評価システムの構築 

第２章 専門人材の要件と育成 

現場スキルの獲得 

現場実習の実施 

専門人材の育成 



専門人材の継続学習 

 専門人材の継続学習の仕組みとしては、講座よりもコミュニティの
中での先行事例の研究やノウハウ共有が効果的である。コーオプ
教育の分野ではWACE（世界コーオプ教育協会）がその役割を
担っている。 

 WACEはコーオプ教育や産学協働教育に携わる学校、企業、
個人、政府、自治体等からなる国際組織で、 

 世界レベルでのノウハウや課題、事例を共有する会議の開催 

 会員相互のネットワーキング 

 研究出版 

 コンサルティング（ノウハウ共有・移転）等 

といったことに取り組み、そこでネットワーキングされた専門人材が
その後も密に交流し相互にレベルアップを図っている。また、専門
人材の流動によって、他大学にノウハウが移転されるケースも多
い。 

 国内でも、インターンシップの他に「就業力GP」、「社会人基礎力
養成」、「キャリア教育」等に取り組む大学や団体のコミュニティは
存在しており、それらと協働して専門人材の継続学習の場を構築
することも可能になる。 

 専門人材だけではなく、企業、大学、自治体、さらには学生も参
加するコミュニティを形成することで、多様な観点からよりよいプログ
ラムの開発・運用ができる専門人材となるための継続学習が可能
になる。 
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世界規模のコーオプ教育関係組織WACE http://www.waceinc.org 

多様な主体が参加する専門人材研修 

専門人材の継続学習の場としては、WACE（世界コーオプ教育協会）のようなコミュニティの形が望ましい。周辺領域に取り組む専
門人材のコミュニティとの交流や、企業、大学、自治体等の関係者を交えたコミュニティでの情報交換や相互支援などによって、質の高
いインターンシッププログラムを運用できる専門人材となるための継続学習ができる。 
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第２章 専門人材の要件と育成 



委員会とシンポジウムにおける意見より 

 専門人材の機能・役割 

 専門人材は、関係者間の摩擦・衝突を乗り越えさせ、協働できる関係性を構築することが重要な役割。その中で関係者すべてのメリットを追
求することが求められる。 

 具体的には、企業・大学の事情とインターンシップのプロセスやゴールを理解し、関係者に目的や効果を伝え、プログラムに適切に関与すること
が望まれる。そのなかで、事例だけではなく、何が成功パターンなのか、期間や業務内容ごとの効果の有無といったことをエビデンスベースで示
すことが企業の参画を促すためには必要。 

 中小企業の労務負担の軽減や、人材輩出（グローバル人材など）の成果や研究成果が見えるのが望ましい。 

 参加学生を確保し定期的に企業に供給することが望まれる。それが実現した後、質の向上が望めるようになる。 

 

 専門人材の能力要件 

 企業・大学の事情を理解し、長期的視点でインターンシップや関係者全体を俯瞰する能力が求められる。その上でプロジェクトに関わり、関
係者に対して状況を翻訳して伝えることが必要になる。 

 企業ニーズを読み解き、仮説を設定するなど、マネジメント、コンサルティング等の多様で高い能力が必要である。ただし、一人の人間がすべ
てを有することは難しい。その場合は組織として担保することで対応するとよい。 

 実施企業の開拓と選定が重要。受入企業の質はインターンシップの教育的効果に最も大きな影響を与える部分であり、他の実践的能力と
同列ではなく優先されるべき。 

 実施期間毎に確実に参加学生を集め、企業との継続的な関係を構築することが望まれる。そのような関係がインターンシップの質の向上につ
ながる。 

 現在の大学の教職員では企業ニーズに応えるのは難しいため、企業開拓や企業との対話に関する内容のFD・SDが必要である。 

 

 専門人材の育成・評価・配置 

 上級の専門人材がいても、それに対応して大学組織が機能しなければ効果が薄い。教員と対等に議論できる人材がディレクタークラスに必
要。そのような人材には、教員に匹敵する知識と実務経験が必要であり、能力用件を明確にして育成の仕組みを作るとともに、仕事として成
立することを担保する必要がある。そのために専門人材の評価や認定の仕組みを構築する必要がある。 

 我流の取り組みが広がらないように、将来的には専門人材の評価・認証の仕組みが必要になる。 
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第２章 専門人材の要件と育成 



実
践
的
能
力 

第2章まとめ：専門人材の要件と育成のポイント 
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教育的効果の高いインターンシップを担う専門人材・組織 

対企業 対学生 対大学 

評価期 

運用期 

開発期 

企業開拓 

ビジネス 
コンサルティング 

学習システム構築 

広報 

プロジェクトマネジメント 

研修設計・運営 

学生カウンセリング 

評価 

基礎知識 
ビジネス／学習システム／環境／関連法規 

第２章 専門人材の要件と育成 

実践的能力は個人
よりも組織として 
担保し、戦略的に 
強化する 

実務に即した 
基礎知識が必須 

多様な関係者の中
で専門人材を育成
できるコミュニティと 
育成プログラムの 
構築が急務 

参画企業を開拓す
る能力が最重要 



第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 
産学協働教育基盤の機能 

産学協働教育基盤の構築 

産学協働教育基盤の維持・自立化 
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第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 



教育的効果の高いインターンシップを開発運用 

インターンシップに対する評価を大学教育にフィードバック 

研究課題３：産学協働教育基盤の機能と仕組み 

 インターンシップを核とした産学協働教育の推進のためには、地域
内での産学協働教育基盤の整備が必要だが、現在それが実現
している地域はほとんどない。そのため、以下のような観点での議
論が必要である。 

1. 教育的効果の高いインターンシップや産学協働教育を開発・運用
するためのプラットフォームに必要な機能を明確にする。 

2. プラットフォームと専門人材の関係性を明確にし、専門人材の育
成の枠組みを示す。 

 

 これらに加えて、産学協働教育基盤の重要な機能として、インターンシップ等
に対する評価を大学教育に反映させるためのフィードバックが考えられる。その
内容と仕組みについては第5章（研究課題5）で取り扱う。 
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インターンシップを核とした産学協働教育を推進するためには、地域内で資金、人材、ノウハウが自立的に循環する地域内の産学協
働教育基盤の整備が必要。国内のインターンシップの多くが、企業ニーズを満たすものでないために、この基盤整備が進まない現状に
ある。 

地域内の産学協働教育モデル 

企業 

大学 

専門人材 

大学と専門人材が中心
となって、企業ニーズに
あったインターンシップ、そ
の他の産学協働教育に
取り組み、企業への価
値も生み出す 
  ↓ 
プラットフォームの会費に
加えて、サービス対価を
得る可能性 

企業 

企業 企業 企業 

企業 

企業 

企業のニーズ把握とメリット構築が自立化の鍵 
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産学協働教育基盤の機能 

専門人材の育成 

研究課題３ 
 
産学協働教育基盤が教育的効果の高いインターンシップを開発・運用
し、その結果を大学での人材育成にフィードバックするにはどのような仕
組みが必要か。 

第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 



産学協働教育基盤 

 地域の産学協働教育のプラットフォームには、以下のような機能が求め
られる。 

1. 企業、大学、専門人材、行政等が参画し互いのニーズを集約して、
それぞれにメリットのある産学協働教育の具体的なプロジェクトに取り
組む。 

2. インターンシップに限らない産学協働教育のモデルケースを構築する。 
3. 産学協働教育の担い手たる専門人材を配置し、その費用分担が

なされる。 
 プラットフォームを、企業の課題解決や変革のための相互学習の場と

して活用し、専門人材を中心として地域の企業のニーズにあった事
業（人材マッチング、企業研修、創業支援、長期インターンシップ
等）を展開することで、プラットフォームの価値を高め自立的な運営
が可能になる。 

 地域を越えた連携プラットフォーム 
 地域を越えた連携プラットフォームは、①先進事例・ノウハウ・課題の

共有、②コンサルティング、ノウハウ移転、③会員相互の情報交流、
相互支援、④研究・出版、といった機能を持つ 
参考事例：WACE（世界コーオプ教育協会） 

 全国レベルのプラットフォームが構築されれば 
 さまざまなプログラム・取り組みを俯瞰し、プログラムの位置づけ、

内容を改善 
 各地域や大学が共有できる質保証基準を策定し、共有・改善に

よる質保証を促進。大学における｢主体的な学習」の強化。 
 専門人材の育成や継続学習 

 といった機能を持つことが可能になる 
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インターンシップを核とした産学協働教育基盤の確立のためには、①地域内で資金・人材・ノウハウが自立的に循環する地域内のプ
ラットフォームと、②成功事例を共有しつつ地域を越えた連携ができるためのプラットフォームを、それぞれ構築する必要がある。 

 地域内の産学協働教育基盤 

大学 

専門人材 

行政 
NPO 

企業 

金融機関 

企業や地域のニーズ把握とメリット構築が自立化の鍵 
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 地域を越えた産学協働教育基盤 
（例）中国・四国産業界の人材ニーズに対応した協働型人材育成事業 

出所：鳥取大学ホームページ 
http://www.tottori-u.ac.jp/secure/10266/CoHRD_Theme.pdf 

 この事例では専
門人材は学内に
配置 

 産業界と大学の
連絡会議「コラボ
会」を地域ごとに
年間3回開催 

第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 

大学と専門人材が中心と
なって、企業ニーズにあった
インターンシップ、その他の
産学協働教育に取り組み、
企業への価値も生み出す 
  ↓ 
プラットフォームの会費に加
えて、サービス対価を得る
可能性 



地域の産学協働教育基盤の構築 

 教育的効果の高いインターンシップの実現は、単純に大学と企業
の一対一の連携でできるものではない。地域社会全体として協働
して人材育成に取り組む「場」が必要。専門人材には、場のマネ
ジメントが求められる。 
 

1. 場の設定 

 産業界、大学、地域の関係者を産学協働教育の目的の下に集め、ネッ
トワーク化する。 

 産学それぞれの立場とニーズを理解し、人材育成に関して、大学と産業
界が恒常的に対話するための場をつくる。 

2. 場のマネジメント 

 人材育成に取り組む際の産学それぞれの役割を明確にし、状況に応じて
参画を促し、インターンシップを含む具体的な取り組みが生まれるような状
態をつくる。 

 具体的な取り組みとしては、①専門人材の育成、②関係者の交流と情
報共有、③教育プログラムの共同開発、④成果の共有等があげられる。 

 そのために、①組織の障壁を低くし、自由なつながりが生まれやすくする、
②日常の情報共有を密にし、信頼関係が生まれやすくする、③新しい考
え方や価値が生まれることをよしとする、といった緩やかなマネジメントを行う。
これらを通して、長期的には種々の取り組みが各参加主体の間で自律的
に生まれ成長するように支援する。 
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地域において教育的効果の高いインターンシップを実現・普及していくには、地域社会全体が協働して人材育成に取り組む仕組みが
必要。そのための場を設定し、維持・発展させていくためのマネジメント機能も専門人材には求められる。 

第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 

企業、金融機関等 

大学 

行
政 

各
種
団
体 

専門人材
の育成 

交流と 
情報共有 

プログラム 
開発 

成果の 
共有 

信頼と 
対話の場 

自由なつながり・日常の情報共有・新しい考え方や価値 
を重視する緩やかなマネジメント 

地域の産学協働教育基盤 

事例・成果の発信 プログラムの普及・拡大 



産学協働教育基盤の構築とネットワーク化 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  51 

第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 

全国レベルの産学協働教育基盤は、インターンシップを含む多様な産学協働教育の取り組みに関する各地域での先行事例を核に、
プロセス整理と資金面・情報面の支援を行うことで規模の拡大とネットワーク化を図る。 

モデル・ノウハウの移転 全国ネットワーク化 

NPO等 

大学 

業界団体等 

行政、金融機関等 

評価 
プロセス整理 

資金・政策の支援 

情報と場の提供 

地域の基盤間の 
相互作用 

さまざまな主体による 
インターンシップ、留学、ボランティア、PBL等の 

多様な産学協働教育の先進事例 

教育的効果の高いインターンシップ普及推進シンポジウム・・・産学協働教育基盤全国ネットワークのプロトタイプ 
（2014年2月9日 開催） 
インターンシップを中心とした実践教育、キャリア教育などに関心のある大学関係者約140名が参加。 
午前に先進事例の共有分科会を行い、午後には参加者全員で教育的効果の高いインターンシップについてワークショップ形式
の議論を行った。 

 インターンシップの専門人材としての育成プログ
ラムと現場での活動を、企業人材のOJTの場と
して活用することで、企業の人材育成や採用
の改善に寄与しつつ専門人材の安定確保を
図ることも可能 



専門人材の配置 

 専門人材の配置のパターンとしては 

1. 学内の教職員または中間人材 

2. 学外のコーディネート機関（NPO等） 

3. 商工会議所等産業支援機関 

4. 受入企業内の人材育成担当 

の四通りがある。 

 大学内に専門人材が配置される場合、専門人材のすべての機
能を学内で担う必要がある。 

 大学外に専門人材が配置される場合、一般的には対企業の役
割を専門人材が、対大学の役割を大学教職員が、対学生の役
割を協働で担うことになる。 

 専門人材の配置のパターンによって、採用、育成、費用負担の方
法が変わる。 

 専門人材の雇用とキャリア形成をどのように担保するかが課題であ
る。 
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専門人材の配置については大まかに、①学内の教職員または中間人材、②学外のコーディネート機関（NPO等）、③商工会議所
等産業支援機関、④受入企業内の人材育成担当、の四つのあり方が考えられる。①と②～④では、専門人材の役割の分担の仕
方が大きく変わる。 

地域の 
受入企業 

①大学内設置型 

②外部機関活用型 

（例）高知大学、金沢工業大学等 

コーディネート機
関 大学生 

大学 

① ② ③ 

岐阜大学、尾鷲商工会議所、立
教大学、九州インターンシップ推
進協議会等 

 専門人材の3つの役割対象   
① 対学生 学生の動機づけ、方向付け、主体的な意思決定の促進、期間中のフォロー、振り返り 
② 対企業 導入目的の明確化、企業にとっても導入メリットのあるプロジェクト設計、実施体制整備フォロー、期間中のフォロー、振り返り 
③ 対大学 事務局機能、参加学生募集、教員フォロー、事前事後研修運営、OB・OGへのフォロー 

専門人材 

① ② ③ 
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地域の 
受入企業 

大学生 

大学 

① ② 
③ 



専門人材設置における事例：大学内設置型 高知大学 

③ 

受入機関 
（担当者） 

■高知大学 

受入企業開拓/ 
企業担当者向け研修 

参加希望者集め、事前・
事後研修フォロー、期間
中の学生・企業向けフォ
ロー、OB・OG巻き込み 

■コーディネート機能 

土居氏 
（外部） 

SBIカリキュラム研究会 

福井氏 
（助教） 

大石 
鈴木 
池田 

（教授） 

事前・事後研修実施 企業向けフォロー 

大学生 

先輩ファシリテーター（経験者学生） 

学生告知・事前事
後研修フォロー 

将来的には企業課金も視野 

① 

専門人材 

① ② ③ 

①ご自身の役割は？ 
 学生の想いを引き出して把握し、教員、学外者の考えを繋げる役
割を担う。インターンシップのOB・OGを巻き込みながら、参加希望者
を集める広報活動を行い、希望者からは参加動機や想いを聞き取
る。また、事前・事後研修フォローの中でも、チームの様子や個性を
把握し、学生・企業向けフォローや仕組みの改善に生かしている。  
 
②普段から心がけていることは？ 
 学生の現状を把握することが大切な役割であると考え、個別に声
掛けをし、深い話までできる関係性を作る。学生の状況は、教員や
外部から支援くださっている土居氏と共有し、様々な角度からその後
の対応を流動的に検討するようにしている。 

①専門人材がどのような点で活躍しているか。 
  どのような人材が向いているか？ 
 
 対大学生のサポートや、学びの場づくりなどは大学内のスタッフなど
でも出来るが、教員自身がそこまで個別に対応するのは難しいので
福井さんのような専門人材は必要不可欠。ただし、この役割は、福
井さんのように学内に置くことは可能である。 
  
 一方、大学の教育コンセプトも設計しつつ、企業の受け入れメリット、
参画メリットも設計を共にしたうえでの企業開拓は、外部機関（専
門人材）の役割が非常に重要ではないか。本プログラムにおいては
土居氏の役割は非常に大きい。 

「対学生」機能を学内に設置、「対企業」は学外に依頼。専門人材の役割を分割。これにより、学生、企業それぞれに対するコミュニ
ケーションの増加と試行段階におけるPDCAサイクルの高速化が実現。 
 

池田啓実氏 
高知大学綜合科学系 
地域協働教育学部門 
教授 

福井美和氏 
高知大学 
総合教育センター 
助教 
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第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 

受入企業経営者・大学・専門人材による定例研究会
（カリキュラムのブラッシュアップ等） 



■受入機関 

プロジェクト設計/企業担当
者向け研修 

地域外からの参加希望者
集め・事前・事後研修・ 

■コーディネート機能 
尾鷲商工会議所 

伊東氏 
（職員） 

■受入企業向け勉強会 

受入企業経営者同士の定例勉強会 

村田氏 
（職員） 

 

事前・事後研修実施 

企業向けフォロー 

■大学生 
（地域外：三重・愛知・ 

岐阜・東京） 

■地域外の大学 
（東海圏・関東圏） 

主なインターン受入先： 
まちづくり会社・ホテル・旅館・林
業関連・農園・養鶏家など。 

単位認定（一部） 周知 

■H20~21 
   東紀州まちづくり公社 
■H22~23 
  三重県 
■H24~25 
  三重県委託事業 

専門人材設置における事例 外部機関活用型 尾鷲商工会議所三重県東紀州地域 

専門人材 

① ② ③ 

地域に大学がないエリアで、地域の経済団体がコーディネート機能を担うケース。商工会議所会員企業向け経営支援という視点を
持って取り組むことで、企業の受入メリットが明確になり、インターンシップ学生の受け入れを可能とした。また、商工会議所職員と学生
が仲立ちとなり、受入企業同士の交流も進んでいる。 
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商工会議所会員サービスの一環、 
中小企業の経営支援メニューとして
長期実践型インターンシップ事業を
提供していくことを視野に入れる 

※金融・税務・労務等、経
営指導員による経営支援 

■商工会議所 
会員企業 

受入企業開拓 

面談・マッチング・ 
期間中の学生・企業向

けフォロー 
 

■ETIC. / G-net 
（都市部コーディネート団体）

連携 

商工会議所 
経営指導員 



大学・NPO等での専門人材の配置・育成について 

【課題】日本では良質なプログラムを企画・実施する専門人材が質・量ともに不足。 

 欧米ではインターンシップやコーオプ教育に関連した専門性や能力を持った人材が、フルタイム・パートタイムの教員・職員とし
て良質なプログラムの企画・運営を担っている（例：キャリアカウンセラー資格保持者、人事・採用業務経験者、関連分野
の修士号・博士号保持者など）。 

 日本において専門人材を増やしていくためには、求められる能力要件・専門性を踏まえた具体的な養成や評価の仕組みの構築が
必要である。 

＜専門人材を増やすには、大学の役割が重要＞ 

 FD・SD活動への位置づけ、「教育教員」の導入やキャリアセンター専属職員の充実、外部（地域のNPOや経済団体）の
専門人材の活用・連携など。 

 一時的な予算の手当てだけでなく、大学内や社会での評価向上を含め、職業的な自立や成長を実現していく仕組みが必
要。 

 専門人材の職務、能力、育成プログラムや、雇用マーケットの創出についてある程度明確にする必要。 

 

 

 

＜大学での採用・育成に加え、ノウハウを持つNPOや、企業とのネットワークを有する地域の経済団体が担うことも＞ 

大学や企業など、地域の関係者が立場を超えて協働・価値創造を実現するには担い手となる組織（大学、
NPO、経済団体等）における専門人材の配置・育成を進めるべき 

• 高知工科大学：「教育講師」の配置（任期5年、55歳以上の社会人経験者の学生指導および実験・設計・演習への活用） 

• 京都産業大学：キャリア教育専属教員・事務職の配置に加え、他大学と連携しての育成への取り組み 

• 金沢工業大学：就職支援部門と産学協働部門の機能を産学連携推進部門に一本化し、企業との協働における職員と教員の連携を強化 

• 岐阜大学・高知大学：長期インターンシップのコーディネートに関する専門的なノウハウを持つNPOと連携 

• NPO法人G-net：自団体で専門人材を育成し、ノウハウを体系化して大学や自治体に提供 

• 尾鷲市（自治体）：商工会議所に専門人材を配置 
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専門人材の配置と費用分担 

 大学に専門人材を配置する際、スタートアップとして文部科学省
予算を活用している場合が多い。しかし、その後の事業継続のた
めの費用については十分な見通しが立っていないことも多い。 

 大学外に専門人材が配置される場合には、商工会議所の一事
業として人件費を負担するケース、事業参画型のインターンシップ
に特化して受入企業に課金するケースなどがある。 

 行政予算に頼らず地域で自立的にインターンシップを展開するた
めには、企業、大学、専門機関等からなるプラットフォームを構築
し、会費と企業課金を組み合わせた費用分担の形が有効と思わ
れる。 

 これを実現するには、地域・産業界と大学がwin-winの関係・構
造をつくることが不可欠で、その中で、地域のインターンシップに対
する負のイメージを払拭し、企業にもメリットがある事業参画型
（実践型）インターンシップの協働モデルを作ることで有機的な関
係性を築いていかなければならない。 

 自立的な運営のためには、企業課金が可能な事業参画型（実
践型）インターンシップやその他の事業を一定の割合で実施する
こと、そのための体制作り、専門人材の配置が不可欠である。 

 

 

専門人材の配置に要する費用の分担は、配置のパターンや、インターンシップの実施目的によって変わる。大学では、文部科学省の
予算をスタートアップ費用として活用する場合が多いが、継続的な費用の拠出については課題がある。費用分担を含む地域のプラット
フォームの構築が望まれる。 

九州インターンシップ 
推進協議会 
 

• 大学（1名のマッチングにつき1万円+
加盟料金） 

• 将来的には実践型インターンシップを導
入する受入企業への課金を想定 

岐阜大学 
 

• コーディネート機関が受入企業に課金 
• 県の予算を活用した地域協働インター

ンシップ事業の立ち上げ 

高知大学 
 

• 平成25年度からは、平成28年度まで
の4年間事業として文部科学省特別
経費（教育経費）の交付を受け実
施 

• 将来的に、受入企業への課金も想定 

金沢工業大学 • 平成22年度 文部科学省「大学生の
就業力育成支援事業」 

• 平成24年度 文部科学省「産業界の
ニーズに対応した教育改善・充実体制
整備事業」 

• 上記の予算を活用しながらプログラムや
評価ツールなどを開発 

 費用分担の例 
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社会的機運の醸成 

 現在、異なる目的や手法のインターンシッププログラムが混在し、教育的効果
にも大きな差がある。今後教育的効果の高いインターンシップを普及拡大す
るためには、主要な関係者である、学生・保護者、企業、大学教員に対する
理解促進の取り組みを通して社会的機運を高めることが必要である。 

1. 学生・保護者に対して、大学の学びと就業力の強化を両立するプログラム
であるという理解促進を図る。 

 体験を通した自己効力感の向上が得られることの価値 

 自己と社会の関係性を認識し、キャリア形成について自ら考える場を得
られることの価値 

 企業規模の大小のみにとらわれず、幅広いキャリア選択の可能性に出会
える価値 

 ビジネスや社会生活に必要な仮説検証型の思考行動様式を獲得でき
るツールとしての価値 

2. 企業にして、社会貢献だけではなく企業にとって実質的なメリットのある取り
組みであるという理解促進を図る。 

 企業広報や人材確保のツールとしての価値 

 事業の発展や社内の組織変革のツールとしての価値 

3. 大学教員に対して、学生の学習意欲を高め、かつ、研究と同様の知の創
造プロセスを体得させるプログラムという理解促進を図る。 

 学生の学習意欲やキャリア形成意欲を高める手法としての価値 

 知の創造のプロセスの一環として、専門教育の実質化や学士課程の改
革のツールとしての価値 
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教育的効果の高いインターンシッププログラムの普及のためには、関係する主体がその価値を認識し、それを高めていこうとする社会的
機運を醸成する必要がある。特に主要関係者である①学生・保護者、②企業、③大学教員に対する理解促進の取り組みが重要
である。 

インターンシップの普及拡大への機運醸成 

インターンシップの価値に対する理解促進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学生・保護者 企業 大学教員 

大学の学びと 
就業力強化 

 
• 自己効力感 
• キャリア形成 
• 幅広いキャリア 

選択の可能性 
• 仮説検証型の 

思考行動特性 
 

社会貢献から 
経営戦略へ 

 
• 企業広報 
• 人材確保 
• ミスマッチ回避 

↓ 
• 事業創造 
• 組織変革 

学習意欲を高め 
知の創造へ 

 
• 学習意欲向上 
• キャリア形成への

取り組み 
• 専門教育の 

実質化 
• 学士課程改革 

これらの取り組みを戦略的に同時並行で行うことで社会的機運の
醸成を図ることが可能になる 

57 

第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 



委員会とシンポジウムにおける意見より 

 産学協働教育基盤の機能 

 産学協働教育基盤は関係者の共通利益の追求の場であり、そこには①研究・研鑽、②モデルプログラムの構築、③データベース化、④評価と
クオリティコントロール、の機能が求められる。 

 特に全国ネットワークでは、さまざまな産学協働のプログラムを可視化し、俯瞰することで、それぞれのプログラムの位置づけや考え方を明確にす
る機能が求められる。その中で、よい事例を持ち寄り、相互に評価し、改善していくことで質保証を図る機能が必須である。これは一大学では
できず、多くの大学を集めるための求心力として、大学評価基準への組み込みなどの制度設計が求められる。 

 専門人材輩出の全国プラットフォームが必要である。OJTの機会が減少する中でインターンシップの受け入れは企業の人材育成に大きな効果
があるので、専門人材育成プラットフォームを活用して、例えば新規事業推進といったプロジェクトに取り組む受入担当者を専門人材として育
成するなど、企業の人材育成を行い、日本社会全体の人材のあり方を切り替える仕組みをつくってはどうか。 

 経済団体等多くの主体を巻き込むには、さまざまな種類のインターンシップや、多様な産学協働教育の手法を扱うべきである。 

 

 産学協働教育基盤の構築 

 人材育成への覚悟と投資を求めるネットワークとして、その必要性を理解し覚悟を持つ主体を集める必要がある。 

 地域の状況に応じた産官学（プラス金融機関）が参画する協働基盤の先行事例をいくつかつくり、横展開して、ある程度広がったら全国基
盤ができていくボトムアップ型の構築が望ましい。そのためにも企業メリットを強化する必要がある。 

 業界団体等にスタートアップ経費をつけ、大学との連携の際には専門人材の配置を義務付けることで、地域の産学協働教育基盤が構築され
るのではないか。 

 コーディネート機関を通して、企業と大学のヒューマンベースの関係性を構築することが基盤の強化につながる。 

 

 産学協働教育基盤の維持・自立化 

 各地の主体間の学びあい（見学や勉強会等）に予算的な支援があるとよいのではないか。 

 企業から専門人材を受け入れ、それを企業の人材研修・OJTとすることで、専門人材の安定確保と自立化の可能性が開けるのではないか。
人を安定的に派遣できる制度設計をすることで、企業が費用を負担できる形を作る。 

 関係者全体で事務局や専門人材を支える仕組み（場や給与等）を構築する必要がある。そのためにも専門人材を仕事として成立させるこ
とが求められる。 
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第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 



第3章まとめ：産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置のポイント 
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第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 

企業、金融機関等 

大学 

行
政 

各
種
団
体 

専門人材
の育成 

交流と 
情報共有 

プログラム 
開発 

成果の 
共有 

信頼と 
対話の場 

地域の産学協働教育基盤 

事例・成果の発信 プログラムの普及・拡大 

産学協働教育基盤の全国ネットワーク 

先行事例の展開 

評価 
プロセス整理 

資金・政策の支援 

全国ネットワークは、
専門人材の育成と
プログラムの評価・
改善が最大の仕事 

専門人材を仲立ちとし
てヒューマンベースの信
頼関係の構築を目指
す 

産学協働のさまざまな
教育プログラムを扱う
基盤を目指す 

自立運営のためにも専
門人材を仕事として成
立させる 

専門人材の育成 質保証 



第4章 企業参画促進の仕組みとツール 
 受入負担の軽減 

 企業メリットの設計 

 学生理解の向上 
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研究課題４：企業参画促進の仕組みとツール 

 企業の参画促進のためには、企業負担の軽減とメリットの設計が不可
欠である。それには以下のような観点での議論が必要である。 

1. 企業の受入負担：企業の受入負担としては、マッチングの負担と受入
自体の負担がある。インターン生を受け入れる手順、注意事項、活用
の仕方、対応の仕方といったノウハウがない企業では受入自体が負担
となる。マニュアルや研修を整備して受入負担を減らす必要がある。 

2. 企業のメリット：現在大学等からの依頼で受け入れるインターンシップ
は事業上の成果に乏しいことが多く、社会貢献的な意味合いで受け入
れているが、経営環境の変化が起きた場合に継続的な受入が難しくな
ることが多い。企業参画促進には事業上のメリットまたは採用上のメリッ
ト、あるいは業務や組織の改善へのフィードバックといった企業側のニー
ズに配慮した仕組み作りが必要。 

3. 企業に対する学生理解：学生がインターンシッププログラムの目的や受
入企業ごとに学べることを理解していないと、学生ニーズと企業ニーズの
ミスマッチが起こり、受入側の負荷が大きくなる。一方、中小企業の場
合、自社の魅力を発信するのが不得意であることが多く、それを支援す
る仕組みも必要。 
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国内のインターンシップが量的拡大を果たすには、企業による受入の促進が必須である。そのためには①受入用標準的ツール・メソッド
の構築などによる企業の受入負担軽減、②インターンシップを受け入れることによる企業メリットの明確化、③インターンシッププログラム
と、個別の受入企業に対する学生理解の促進が必要である。 

受入負担の軽減 

• マッチング負担軽減 
• マニュアル、研修の整備 

企業メリットの設計 

• 事業上、採用上のメリットの設計 
• 業務や組織の改善へのフィードバック 

学生理解の向上 

• 学習効果の理解促進 
• 中小企業の魅力発信支援 

企

業

の

受

入

促

進 

61 

研究課題４ 
 
企業参画促進のために、どのような仕組みを構築し、共通して提供でき
るツールとしてどのようなものを提供するのがよいか。 

第4章 企業参画促進の仕組みとツール 



企業参画促進の仕組みとツール 

1. 企業のメリット設計 
 企業がインターンシップを受け入れる場合のメリットとしては以下の３点が

考えられる。インターンシップの目的や位置づけに応じて、適切なメリットを
設計する必要がある。 

1. 採用活動：学生への認知向上、魅力発信等 

2. 事業成果：事業開発、マーケティング、業務プロセスの改善等 

3. 組織変革：風土改革、社内コミュニケーションの改善等 

 事後研修等を活用し、学生や大学、専門人材からのフィードバックを行う
ことで、企業の業務や組織の改善につなげることが可能。 

2. ツールと研修 
 企業がインターン生を受け入れるためのマニュアルや研修を整備することで

受入負担の軽減が可能。 

1. マニュアル：インターン生を受け入れる手順、注意事項、活用の仕方、対
応の仕方、全体の俯瞰図（資料１に例示）等 

2. 研修：受入準備、プロジェクトマネジメント、メンタリング、振り返り等 

3. マッチング支援 
 長期の事業参画型のプログラムではマッチングが企業にとっての成果に影

響を与えるため、専門人材によるマッチングの支援が必要。 

 マッチングに際しては、専門人材が企業と学生の双方に対するヒアリングを
通して、 

1. 学生の興味分野と任せられる仕事、学べる内容 

2. 学生の能力・スキルと企業側の要件 

3. 学生の特徴と企業の組織風土 
といった観点から判断する。 
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企業受入を促進するためには、①インターンシップを受け入れることによる企業メリットの設計、②インターンシップの流れが明確になるガ
イドブック等のツールとガイダンスや研修の整備が求められる。加えて、長期の事業参画型のインターンシップの場合にはプログラムの内
容に応じたマッチングのサポートが必要である。 

マッチング支援 

企業 
受入 
促進 

サポートツール 

企
業
メ
リ
ッ
ト
の
設
計 

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
研
修 

すべてのインターンシッププログラムで必要 

長期の事業参画型インターンシップで必要 
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企業参画促進のためのツールと研修 

 企業サポートのためのツール 

1. テーマ・業務設定支援ツール 

 インターンシップのテーマや業務内容を決めるための支援ツールを提供し、
専門人材が支援することで、大学としての実施目的と企業の受入目的の
双方を満たすテーマ・業務が設定できる。 

 中小企業では、業界団体等で実施可能なテーマをとりまとめ共有する仕
組みがあるのが望ましい。 

2. 広報ツール 

 中小企業の多くは自社の魅力をアピールするのが不得意であり、それを支
援する仕組みが必要。 

 ツールに加えて、受入企業ごとにどのようなことを学ぶためのインターンシップ
であるかを学生が考えられる仕組みをつくることが必要。 

3. 受入マニュアル・書式 

 受入経験のない企業や担当者でも一定水準の効果を出すためのフロー
図やマニュアル、契約書式等を整備する必要がある。 

 

 これらに加えて、ガイダンスや研修を通して、 

 企業としての受入目的の明確化 

 目的に対する成果目標の設定と事後の確認 

 受入担当者の学びの振り返り 

等を行うことで、企業メリットを高めつつ受入負担を軽減することにもつながる。 
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企業の受入を促進するためには、負担軽減と質の向上のための支援ツールやサポートが必要である。支援ツールとして必要なのは、①
テーマや業務の設定支援ツール、②企業の魅力を発信する広報ツール、③受入マニュアルと契約書式があげられる。これらに加えて、
ガイダンスや研修を通して運営ノウハウを伝え、企業メリットを拡大するのが望ましい。 

企業サポートツール 

テーマ・業務設定 
支援ツール 

広報ツール 
受入マニュアル 

書式 

ガイダンス・研修 

受入目的の 
明確化 

成果目標の設定
と事後の確認 

受入担当者の 
学び 

企業受入促進 
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企業参画促進のための研修 
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企業の負担を軽減し、適切な関与を促すには、企業向けのガイダンスや研修が効果的である。事前準備では企業としての受入目的
を明確にすること、事後の振り返りでは目的に対する成果の確認や、受入担当者の学びを振り返る機会を持つことで、企業メリットを
高めつつ受入負担を軽減することにもつながる。 

事前準備 
 企業として受入目的を明確にし、自社にとってのメリットを考えるとともに、

受入体制を整備する。 
 自社のインターンシップ導入の目的に合ったプログラム（プロジェク

ト）の設計 
 学生・大学との担当窓口社員を設置し、自社のインターン導入目

的や内容を明確に発信する 

事後振り返りとサポート 
 企業として受入目的に照らして十分効果が得られたかを振り返り、改

善する。 
 導入当初の目標が達成したかの確認と改善 
 学生への関与が適切であったかの確認と改善 

1. 会社としての受入目的と成果の決定 
• なぜインターンシップを受け入れるのか 

→事業や組織への貢献、社会貢献、等 
• 大学側のインターンシップ実施目的を理解する 
• 学生の参加動機を理解する 
• 期間に応じてインターン生の業務内容を決定する  

2. 実施体制の整備 
• 受入担当者を決定する 
• 社内への周知活動を行う 
• 社内へのコミュニケーション方法の設定・共有 

（日報や週報の実施など） 
• インターンシップに必要な備品（PC・名刺等）の用意 
• 活動時間、休日、交通費などのルールの整備 

3. 契約 
• 大学、コーディネート機関との契約書の締結 
• 学生との覚書、誓約書の締結 

 

1. 受入目的と成果の振り返り 
• 事業にどのような変化があったのか 
• 組織にどのような変化があったのか 
• 何が出来て、何が出来なくて、何を次に向けて変えるのか 

2. 受入担当者の振り返り 
• 受入によって担当者の何が変化したのか 
• マネジメント能力の向上に寄与したか 
• この経験を組織や社内制度にどのように還元できるか 

3. 学生への関与の振り返り 
• インターン生に対して適切なコミュニケーションをとり、インターンシッ

ププログラムで目標とした成果に導くことができたかを確認 
4. リスク対応 

• ノートPC返却、メールアドレス削除、メーリングリスト解除、 
社内資料・データの破棄・回収等 

• 活動支援金や交通費の確実な精算 

64 

第4章 企業参画促進の仕組みとツール 



企業メリットの設計 

 インターンシップは企業にとって価値のあるものであるという前提で、専門
人材が企業メリットを設計する。考えられるメリットとしては以下のようなも
のがある。 

 採用活動の促進 

 社会貢献・地域貢献活動と、それを通したブランドの強化 

 企業の魅力発信、学生視点のフィードバック 

 テストマーケティング、ネット活用等の学生の得意分野の活用 

 若手社員の育成、人材定着のための組織風土改革 

 新規事業の開発促進 

 大学の専門性を生かした人的資源（教員等）、知的財産（教員
のノウハウや研究成果）の提供 

 企業間のつながりづくり等 

 

 中小企業の経営課題はある程度類型化できるので、それを解決する
「短期の戦力」として示すべきであり、これらの価値を専門人材が定量
化・言語化する必要がある。 

 ある程度一般的かつリアリティのあるメリットについて企業側からの発信も
必要。 

 事業開発のツールとして金融機関の営業企画部門と連携している実績
もあり、インターンシップは企業にとって価値のあるものであるという前提で
の議論が必要。 
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企業の受入意欲を高めるには、インターンシップは企業にとって価値のあるものであるという前提で、専門人材が企業メリットを設計する
必要がある。また、企業側からもどのようなものがメリットになるのかを発信するべきである。 

第4章 企業参画促進の仕組みとツール 

企業メリットの設計 
インターンシップが企業にとってメリットのあるものであるという前提 

事業参画 

新規事業の開発促進 社員定着・風土改革 

学生の得意分野の活用 

テストマーケティング インターネット活用 

学生視点の活用 

採用 企業の魅力発信 

採用活動の一環 

大学の活用 

研究成果・ノウハウ 
の活用 

教員の活用 

社会貢献 

ブランド強化 社会貢献・地域貢献 



中小企業の魅力発信・学生の理解促進 

 中小企業の魅力発信のためには、広報ツールの提供や、専門人材による広
報の支援を行うのが望ましい。 

 中小企業の多くは自社の魅力をアピールするのが不得意であり、それを支
援する仕組みが必要。 

 広報が得意ではない中小企業のために、発信すべき共通項目を設定し、
専門人材の協力を得ながら広報媒体を作成するのが望ましい。 
（例：プロジェクト・インデックス http://www.project-index.jp/） 

 

 学生の理解促進には、インターンシッププログラム全体の価値への理解と、個
別企業のテーマや業務内容への理解の二つの側面がある。 

1. プログラム全体の価値や実施目的を明確にし、それに従ってどのような学び
が得られるかを明示して学生に伝える。 
特に、業種業界に関わらず「働くことはどういうことか」を理解する機会として
の価値は多くのプログラムに共通する。 

2. 受入企業ごとに設定されたテーマと業務を通して、どのような経験ができ、
それが学生自身にとってどのような学びにつながるかを伝える。特に、中小
企業では 

 中小企業の地域や社会での位置づけ 

 社員の仕事に対する意識 

 その企業でインターンシップを経験することの学生にとっての優位性（組
織規模が小さいために期間中適切な関与が得られやすい、大きな役
割を担う機会が多い等） 

といった点についての理解促進も必要。 

教育的効果の高いインターンシップの普及には、受入企業、特に中小企業の魅力発信と、学生の理解促進を並行して進める必要が
ある。 

中小企業の魅力発信 

広報ツール、専門人材による支援 

学生の理解促進 

実施目的 

受入企業ごとの学び 

働くことに対する意識 

中小企業での
受入促進 

中小企業の位置づけ 
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第4章 企業参画促進の仕組みとツール 



整備すべきツール（１） 

時期 業務 対象 書類 項目 資料 

開
発
期 

カリキュラム上の位置づ
けの確認 
実施目的・教育目標の
確認 

大学 概要確認書 

インターンシップの目的 ／ 教育目標 
カリキュラム上の位置づけ：開講時期、単位数、卒業要件、履修条件 
企業条件：期間、活動内容、報告・連絡、評価、学生対応 
学生参加条件：学部学科、学年、その他 

  

事前・中間・事後研修の
設計 

大学 研修設計書 
研修の目的と効果、KPI ／ 研修カリキュラム：講義・ワークショップのテーマとそれぞれのゴール 
講師、ファシリテーターの選定 ／ 環境設定：時間、場所、参加者、使用ツール 

  

実施企業の開拓 企業 受入ガイドブック 
インターンシップの（大学側の）目的 ／ インターンシップの流れ 
受入上の注意、学生への対応法 ／ 状況確認、情報交換の方法と手順 
事故・トラブル発生時の対応 ／ 必要書類一覧 

1 

実施目的の確認 
テーマ、業務、成果目
標の設定 
 

企業 ヒアリングシート 
企業情報：社名、事業内容、代表者、従業員数、資本金、売上高、HP 
受入目的 

  

企業 
テーマ・業務設定
支援シート 

企業情報 ／ 中長期ビジョン 
現状：事業・商品の現状、組織・人材の現状、強み 
あるべき姿：事業・商品のあるべき姿、組織・人材のあるべき姿 
戦略とKPI ／ 想定される課題と対応策 
インターンシップによって実現したい状態と具体的な目標 ／ インターン生が取り組む業務 

2 

プログラム広報 
学生募集 

企業 
広報ツール作成
シート 

企業ごとのテーマ 
募集要項：募集の背景と目的、インターンシップの概要、成果目標、活動内容、得られる経験、対象となる
学生、条件（期間、頻度、活動場所等） 
企業情報：社名、事業内容、代表者、従業員数、資本金、売上高、HP等 
メッセージ：経営者紹介、経営者からのメッセージ、受入担当者からのメッセージ、大学からのメッセージ 

3 

学生 広報ツール 

企業ごとのテーマ 
募集要項：募集の背景と目的、インターンシップの概要、成果目標、活動内容、得られる経験、対象となる
学生、条件（期間、頻度、活動場所等） 
企業情報：社名、事業内容、代表者、従業員数、資本金、売上高、HP等 
メッセージ：経営者紹介、経営者からのメッセージ、受入担当者からのメッセージ、大学からのメッセージ 

 4 

学生面談とマッチング 

学生 ヒアリングシート 
プロフィール ／ 参加動機 ／ 興味分野 ／ 現状のスキル ／ 過去の経験 ／ 成長目標 
得たい経験 ／ パーソナリティ（長所、短所、趣味嗜好） ／ 学生印象（専門人材の所見） 

  

学生、企業 エントリーシート 
プロフィール ／ 志望理由 ／ やりたい業務、貢献 ／ 成長目標 
事業への貢献目標 ／ スキル 

5 

67 平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  
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整備すべきツール（２） 

時期 業務 対象 書類 項目 資料 

運
用
期 

受入環境の整備 企業、学生 

処遇概要確認書 
活動内容 ／ 活動期間・時間 ／ 交通費等の経費の支払いの条件 ／ 禁止事項 
確認事項：誓約書、同意書、保険加入、本人確認書類 ／ 事故・トラブル発生時の対応 

6 

同意書 
目的の確認 ／ 処遇の確認 ／ 研修参加の確認 ／ 日報等報告義務とその方法の確認 
自己管理に関する確認 

6 

社内オリエンテーション 企業 
オリエンテーション資
料 

インターンシップの流れ ／ 受入上の注意、学生への対応法 ／ 状況確認・情報交換の方法と手順 
参加学生のプロフィール ／ 事故・トラブル発生時の対応 

  

事前研修 学生 目標設定シート 
参加目的 ／ 業務上の最終目標（定量、定性） ／ 成長目標（定量、定性） 
中間目標（定量、定性） ／ 当面の行動計画 

6 

事前アセスメント 学生、大学 アセスメントシート 大学としての人材育成目標やプログラムの目的に応じた項目 8 

実施中の状況確認 

学生、企業、
大学 

日報フォーマット 
業務上の最終目標 ／ 1日の行動 ／ 学び、気づき 
1日の業務上の成果 ／ 翌日以降の業務タスク 

9 

学生 
学生モニタリング
シート 

取り組み姿勢に関する自己評価 
業務上の成果に関する評価 

  

受入担当者支援 企業 
担当者モニタリング
シート 

業務上の成果に関する評価 
プロジェクトマネジメントに関する自己評価 
インターン生との関わり方に関する自己評価 

  

実施状況の情報提供 大学 実施状況報告書 
目的 ／ 目標 ／ 活動時間 ／ 活動内容 ／ 業務上の成果 
受入担当者の所感 ／ 専門人材の所感 

  

中間研修 学生 
振り返りシート 
目標再設定シート 

業務の進捗と目標達成度 ／ これまでの行動の振り返りと改善 
目標再設定 ／ 行動計画 

10 
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整備すべきツール（３） 

時期 業務 対象 書類 項目 資料 

評
価
期 

事後研修 
学生 振り返りシート 

業務目標達成度、達成・未達の要因 
これまでの行動の振り返り（どのようなPDCAサイクルを回したか） 
意識や行動の変化とそのきっかけ ／ 業務や周囲の人からの気づき 
インターンシップでの活動に対する自己評価 

11 

学生 行動計画シート 具体的な目標 ／ 目標達成のためのマイルストーン ／ 当面の行動計画 12 

社内報告会 企業 
報告プレゼンテー
ション 

業務目標達成度、達成・未達の要因 
これまでの行動の振り返り（どのようなPDCAサイクルを回したか） 
意識や行動の変化とそのきっかけ ／ 業務や周囲の人からの気づき 
インターンシップでの活動に対する自己評価 ／ 今後の目標と行動計画 

  

プログラムの振り返り 企業 振り返りシート 

プログラムの効率性：プログラムの目的・目標に対して効率的な設計・運用になっていたか 
プログラムの効果：教育的効果、企業にとって効果がそれぞれあったか 
プログラムの妥当性：学生、企業、大学の三者のニーズに合っていたか 
自立発展性：今後継続した効果が望めるか 

  

企業評価 企業 企業評価シート 

業務目標達成度、達成・未達の要因 
これまでの行動の振り返り（どのようなPDCAサイクルを回したか） 
プロジェクトマネジメント上の成果と課題 ／ 学生への関与のあり方に関する振り返りと課題 
インターンシップの結果を事業に生かすための行動計画 

  

学内報告会 大学 
報告プレゼンテー
ション 

業務目標達成度、達成・未達の要因 
これまでの行動の振り返り（どのようなPDCAサイクルを回したか） 
意識や行動の変化とそのきっかけ ／ 業務や周囲の人からの気づき 
インターンシップでの活動に対する自己評価 ／ 今後の目標と行動計画 

  

教育的効果の評価 

大学 アセスメントシート 大学としての人材育成目標やプログラムの目的に応じた項目  8 

企業 フィードバックシート 
基本評価：取り組み姿勢・意欲、業務目標達成度 
行動評価：社会人基礎力等ある程度共通した項目に基づく能力評価 
インターン生への助言 ／ 大学への提案 

13 
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委員会とシンポジウムにおける意見より 

 受入負担の軽減 

 インターンシップ受入企業にはマッチングの負担と受入現場の負担がかかる。 

 長期の事業参画型ではマッチングと事前の動機付けが重要だが、受入企業に固有のプログラムがないような場合にはマッチングの必要性は低い。
むしろ、職業イメージのない状態で本人に内省させマッチングするのは無理がある。 

 受入負担の軽減に関しては、企業・大学の双方でやり方がわからないことも多く、受入マニュアル、研修（大学・コーディネート機関）、事例集、
標準プログラム、ツール集等を用意し、受入のイメージをわかりやすくしておく必要がある。潜在ニーズを掘り起こすためにも一定の型を示す標準
的な受入メソッドとコーディネートの強化が必要である。 

 

 企業メリットの設計 

 事業開発のツールとして金融機関の営業企画部門と連携している実績もあり、インターンシップは企業にとって価値のあるものであるという前提で
の議論が必要。 

 大学の専門性を生かした人的資源（教員等）、知的財産（教員のノウハウや研究成果）の提供、テストマーケティング、インターネット活用
等の学生の得意分野の課題設定、若手社員の育成、新規事業の促進、組織改革、採用、企業の魅力発信、学生視点のフィードバック、企
業間のつながりづくり等、中小企業の経営課題はある程度類型化できるので、それを解決する「短期の戦力」として示すべきであり、これらの価
値を専門人材が定量化、言語化する必要がある。同時に、ある程度一般的かつリアリティのあるメリットについて企業側からのニーズの発信も必
要である。 

 

 学生理解の向上 

 テーマ設定がうまくできず、自社の魅力も伝えられないため、学生の応募・参加がない中小企業もある。社会的にどういう役割を果たす人・企業
であるか、何を学ぶべきか、学べるかを学生に理解させる必要がある。企業側で言語化できない場合も多いので、業界団体の企業向けガイドな
どで対応してはどうか。 

 企業研究は就職活動の練習でもあり、企業の魅力発信は採用活動の練習でもある。中小企業のポートレートなどは2週間程度の短期イン
ターンで提供することができる。岐阜などでは既に実績がある。 

 企業ごとではなく、テーマを絞り込んで学生の理解を深める方法もある。たとえば、人間関係にテーマを限定し、日常生活の中の仕事の価値を
学ぶなどといったものであれば企業を選ぶ必要はないし、企業の業務内容を伝えられなくても対応できる。 

 現在は学生個人の能動性で成立しており、受動的な学生をどうインターンシップにつなげるかの入り口が課題。量的拡大のためにはプレ段階の
設計が重要である。また、普及型の短期インターンシップと、より質を求める中長期インターンシップの複数パターンを推奨すべき。 

 中長期インターンシップにつながる一歩手前の仕掛けが必要。学生向けにはジョブシャドウイング、学内インターンシップ等の事前の経験が有効で
ある。企業側も、短期で受け入れて効果を感じて中長期の受入に踏み切る場合も多い。 
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第4章まとめ：企業参画促進の仕組みとツールのポイント 
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企業受入 
促進 

企
業
メ
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ッ
ト
の
設
計 

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
研
修 

テーマ・業務設定支援ツール 

広報ツール 受入マニュアル／書式 

事業参画 

学生の得意分野の活用 

採用活動の一環 

大学の資源の活用 

社会貢献・地域貢献 
受入目的の明確化 

成果目標の設定と確認 

受入担当者の学び 

担当者が変わっても継
続できるようなマニュアル
と、各大学である程度
共通した書式をつくる 

中小企業では、まず
学生に魅力を伝える
アクションが必要 

企業のニーズに合わせ
たメリットの設計をする 

企業の人材育成にも
使える 
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 教育的効果の評価 

 プログラムとしての質保証基準 
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研究課題５：教育的効果の評価と質保証のあり方 

 インターンシッププログラムが継続的に改善されるためには、適切な
評価が必要。 

1. 評価項目の設定：海外事例などを参考に、教育的効果とプログ
ラムのそれぞれに対してどのような評価項目や基準が必要であるか
を明らかにする。 

2. 評価の方法：企業、大学、学生の三者間で、どのような方法・形
式での評価がプログラムの改善につながるかを示す。 

3. 改善：評価を基にプログラム等を改善するための具体的な枠組
みはどのようなものか、海外事例などを参考に示す。 

 

 社会的に広く普及していく局面では、第三者機関等がプログラムと
しての質保証基準を設定していくことも必要。 

1. 欧米の事例などを参考に、誰がどのような基準を定めるのが有効
であるかを検討する。 
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インターンシッププログラムが継続的に改善されるためには、インターンシップの教育的効果を担保し、継続的に高めていくための仕組み
として、評価および質保証についての検討は重要。国内の事例に加え、海外の先行事例などを基に、評価・改善の仕組みを示す必
要がある。 

教育的効果の評価 

• 教育目的に沿った評価項目 
• 評価の方法（形式、頻度、時期等） 
• 継続的改善に結びつける仕組み 

プログラムとしての質保証基準 

• 第三者団体等による質保証基準の
設定と評価・認証 
 

教
育
的
効
果
の
高
い 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

研究課題５ 
 
インターンシップの教育的効果をさらに高めるためににはどのような評価
や質保証の仕組みが必要で、それをどのように活用すればよいか。 
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教育的効果の評価と質保証について 

①教育的効果の評価 

 インターンシッププログラムの実施目的に照らして、目標とする能力やスキ
ルの獲得に至ったかの評価を行う。 

 ①キャリア教育（社会人基礎力などの汎用的能力の獲得+キャリアガイ
ダンス）、②専門教育の実質化、③教養教育（社会における関係性
の理解）といった教育的効果が得られているかを、①学生の自己評価、
②企業から学生への評価、③大学から学生への評価、を通して測定・
把握する。 

 評価・分析結果は、学生の教育的効果の向上だけでなく、プログラム全
体、そして大学教育そのものの継続的改善に活用する。 

 

②プログラムとしての質保証基準 

 第三者団体等による質保証基準の設定と評価・認証が必要になる。 

 就業機会の設定に加え、事前教育、マッチング、期中サポート、事後
フォローなど、提供されるプログラム全体が、教育プログラムとして最適だっ
たかという評価を行う。 

 これらの評価が既存プログラム・新規プログラム双方の質の保証につなが
る。 

 

※その他、報告書や事後面談を通して学生や大学から受入企業に対する評価
（不適切な受入先の改善・排除等を目的）も一般的に行われている。 
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インターンシップの教育的効果を担保し、継続的に高めていくための仕組みとして、評価および質保証についての検討は重要。特に重
要なのは①関係者間での教育的効果に対する評価と、②プログラムの設計・運用に対する質保証基準である。 

学生 

（学生の自己評価） 

企業 

（企業から学生への評価） 

大学 

②プログラム 
としての 

質保証基準 

（認証機関等に 
よる第三者評価） 

（大学から 
学生への評価） 

 学生から企業への評価 

 大学から 
企業への 
評価 
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①教育的効
果の評価 

（継続的改善の指針としての活用） 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 
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        目標設定・実践・評価・振り返りを通して教育的効果を高める 

【事例】金沢工業大学では社会人基礎力をもとにした独自の２４項
目のルーブリック（評価指標）を設定（平成２２年度文部科学省
「大学生の就業力育成支援事業」で開発）。これをもとに、４つのス
テップで学生の能力向上をはかり、必要な評価を行っている。 

1. ルーブリック（評価指標を設定）に基づき、学生が各項目９段
階で自己評価を行い、それをプロット図に転記して可視化する。 

2. １学期間で集中的に伸ばすべき能力を３項目設定し、それぞれ
の目標設定を行う。 

3. 学内外でのインターンシップに参加。 

4. 修了後管理者から、能力開発目標を達成できているか否かにつ
いて、評価シートや面談を通してのフィードバックをうける。 

これらのループを繰り返す中で、それぞれのプログラムに参加した学生に
とっての効果が具体的に測定され、学生自身が自らの能力について理
解を深める。 
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社会人基礎力等汎用的な能力のルーブリック（評価指標）に基づく評価を導入し、その上で目標設定、実践、評価、振り返りを行
うことが、インターンシップを単なる体験に終わらせないためには重要。 

プロット図に転記し可視
化 

●人に対して（Q１～Q４） ●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q１） 【親しみ易さ】　話しかけ易い雰囲気をつくる Q５）

1 無愛想な方だ 1 集団の活動には非協力的な方である

2 2

3 大抵の人には笑顔で接することができる 3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4 4

5 （人から）話しかけられやすい方だ 5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6 6

7 誰とでも気軽に話せる 7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8 8

9
初対面の人達と容易になごやかな関係をつくること
ができる

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

Q２） 【気配り】　相手の立場に立って思いやる Q６）

1 人の気持ちに鈍感な方だ 1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2 2

3 相手の立場に立って考えるように心がけている 3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4 4

5 人の気持ちを思いやることができる 5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6 6

7 特別意識しなくても、自然に気遣いをしている 7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8 8

9
相手が気づいていないようなことにまで細やかな気
配りができる

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

Q３） Q７） 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う

1 人の考え方や感情に関心がない方だ 1
他の人が困っていても、頼まれなければ手助けしな
い方だ

2 2

3 人の考え方や感情を理解するよう心がけている 3
自分の役割だけでなく、周囲の状況にも気を配るよう
に心がけている

4 4

5
相手の立場に立って、感情を受けとめながら話を聴く
ことができる

5
周囲の状況に気を配り、タイミングよく手助けすること
ができる

6 6

7
相手の感情を受けとめ、理解していることを態度や
言葉で示すことができる

7
周囲の状況に気を配るだけでなく、自分の不足して
いる点を周囲を巻き込みながら補って、課題に取組
むことができる

8 8

9
相手の感情だけでなく、価値観や発言の背景までも
理解しながら話を聴き、それを態度や言葉で示すこと
ができる

9
参加者が互いに助け合い、力を補完しあうようなしく
みや環境をつくりだすことができる

●話し合いの場面で(Q８～Q１０)

Q４） 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる Q８）

1
自分と異なる意見や価値観をもつ人とはうまくつきあ
えない方だ

1 説明が不足して話が伝わらない

2 2

3
自分と異なる意見や価値観に出会った場合、戸惑い
ながらも理解しようとする

3
自分の考えは言うが、必ずしも筋道立てた話し方が
できているとはいえない

4 4

5
自分と異なる様々な意見や価値観でも、偏見なく理
解することができる

5 自分の考えを筋道を立てて話すことができる

6 6

7
自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入
れることができる

7
自分の考えを相手にわかりやすく（相手が理解し易
いように）伝えることができる

8 8

9
自分と異なる意見や価値観を尊重し、積極的に人間
関係を広げていくことができる

9
自分の考えを明解に意志・情熱を込めて伝えること
ができる

設問１．

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

【話し合う】　話し合いに積極的に参加する、話し合いの
場づくりをする

下記Q１～Q２３について、各々、1～9の選択肢の中で、自分はどれに近いと思いますか。あてはまる数字の横の□にチェック（レ）を入れてください　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＊文章のない偶数は、その前後の奇数の中間程度とお考えください。〔例：2は1と3の中間程度〕

【対人興味・共感・受容】　人に興味をもつ・相手の話に
共感し受けとめる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

氏名社会人「基礎力」セルフチェック票

各々９段階で自己評価 

ステップ１ 

基礎力の自己評価 

伸ばしたい能力の設定（3項目） 
ステップ２ 

管理者からのフィードバック、面談 

１年後の振り返り 

ステップ４ 

インターンシップ 
実践 

ステップ３ 
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①教育的効果の評価 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        評価項目の例：社会人基礎力など汎用的能力の評価 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

金沢工業大学では、社会人基礎力をもとに、汎用的能力に関する24項目のルーブリック（評価指標）を作成。これによって、評価基
準のぶれを低減している。 
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①教育的効果の評価 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        評価項目の例：教育目的に沿った指標の開発 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

高知大学では、自律や協働の資質の醸成に必要な要素を抽出し、これをもとに汎用的能力の評価につながる評価指標を開発。学生
の能力開発に加えて、関係者全員の利得が実現する協働のために必要な装置としての「協働者信頼コミュニティ」の質の向上を図ってい
る。 
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①教育的効果の評価 

【事例】高知大学のCBI(Collaboration Based Internship：長
期社会協働インターンシップ）では、自律や協働の資質の醸成のため
に、以下の四つの観点から評価できるような評価指標の策定・活用と
信頼コミュニティの形成に取り組んでいる。 

1. 「現実感覚を持った大学の学び」への質的転換 

2. 「信頼は、仕事の８割を占める日常業務への創意工夫した取り
組みから得る」ことの体感 

3. PDCAの習慣化 

4. 自己と他者（組織）および社会の統合 

 

そのために、評価指標をもとに５つのステップで学生の能力向上を図り、
必要な評価を行う。 

1. 実践（体験） 

2. 実践の振り返り 

3. 個人・組織・社会にとっての実践の意味づけ 

4. 言語化を通した文脈化 

5. 経験値（暗黙知）の形成 

NPO法人ETIC.と自律や協働の資質の醸成に重点をおいた評
価指標を共同開発。 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        評価項目の例：専攻に関連したコンピテンシーやスキルの評価 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

＋ 

カナダ・ヴィクトリア大学では、学生に対してCompetency kitを提供し、社会人基礎力に近い全学共通の10のCore Competencyに
加え、専攻ごとのCompetencyも定め、専門教育の実質化も図っている。これらは、インターンシップに限らず、学生生活全体で活用 
され、目標設定や達成度の評価に加え、就職活動時にどう自身のCompetencyを伝えるかという、キャリア教育的視点からのサポートも
行われている。 

全学共通の10のCore Competency 専攻ごとのCompetency 
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①教育的効果の評価 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        欧米では企業からの評価を教育全体の継続的改善に活用 

 アメリカ・シンシナティ大学の例 

79 平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

欧米の大学では企業からのフィードバックを評価・分析し、コーオプ教育そのものの改善だけでなく、大学・学部のカリキュラム全体や教
授法の継続的改善に活用している。 

（出所：シンシナティ大学、
Leveraging Cooperative 

Education to Guide Curricular 
Innovation、2008） 

1 2 3 4 5 6 

Employer Feedback 企業からのフィードバック 

Continuous  
Improvement 
継続的な改善 

Reporting 評価・分析 

Other Feedback 

  Curriculum & Pedagogy 
カリキュラムおよび教授法 

①教育的効果の評価 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 
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（1年次） 
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Junior 
（4年次） 
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        評価の目的を企業に伝えることで協力を得る 

＜なぜ、企業からのこうしたフィードバックが重要なのか＞ 

 学生が、フィードバックを参考に、職業人としてのパフォーマンスを改善・成長させていくため。 

 大学が、学生の準備は十分だったかを判断し、加えて企業への貢献に向けたさらなる改善点を
見出すため。 

 各学部が、カリキュラム改善に関する提案を参考にし、場合によっては具体的に採用する。 

 いくつかの学部では、単位付与の目的で評価を活用する。 

 高い評価を受けた学生を、コーオプの全国大会（Kappa Theta Epsilon）に推薦する。 

（出所：ドレクセル大学、”Employer Reference Guide”） 

 アメリカ・ドレクセル大学の企業向けガイドブックでは、企業からの評価を学生のさらなる成長だけでなく、
大学教育そのものやキャリアセンターの改善に活用すると明言 
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＜主な評価項目＞ 

 大学が全学統一で作成したコンピテンシーリスト「Drexel Student Learning Priorities」に対する評価 
 Core Intellectual and Practical Skills: Communication/Creative and critical thinking/Ethical reasoning/Information 

literacy/Self-directed learning/Technology use 

 Experimental and applied learning: Global competence/Leadership/Professional practice/Research, Scholarship and 
creative expression/Responsible citizenship 

+ Define your own priorites 

 各学部が独自に定めたコンピテンシーやスキルに対する評価 

⇒ これらの項目について、期間終了後に企業担当者は専用ウェブサイトで入力 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシッフの゚普及に関する調査」  

①教育的効果の評価 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        企業と大学のコミュニケーション・関係性強化の機会として活用 

＜参考：シンシナティ大学における企業からのフィードバック項目＞ 

 基本情報 

 企業の基本情報 

 受入部署の社内での役割と、学生の担当業務の概要 

 業務内容と専攻の関連性に関する評価 

 パフォーマンス評価 

 11の大項目をさらに3～5の小項目に分解し、5段階評価。大項目ごとに
コメントや具体的な行動例を記入 
Communication、Conceptual/analytical ability、
Learning/theory and practice、Professional qualities、
Teamwork、Leadership、Technology、Design and 
experimental skills、Work culture、Organization/planning、
Evaluation of work habits 

 学生は順調に成長したか、学生の強み、学生の課題 

 総合評価（5段階＋コメント） 

 将来の成長に向けたフィードバック 

 次のコーオプタームに向けた担当者としての目標 

 学生に対する提案 

 学生の専門性を高めるために必要な教育や訓練の提案 

 備考欄に評価者の名前、継続受入の意思などを記入 
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企業からのフィードバック項目については、大学・学部の教育目標との関連性を踏まえた振り返りができるように作成することが重要。
また、こうしたコミュニケーションの機会を有効活用することで、専門人材は企業の人材ニーズをより深く理解することができる。 

（出所：シンシナティ大学、EMPLOYER ASSESSMENT OF 
PROFESSIONAL PRACTICE STUDENT、1999） 

※現在はオンラインシステム化され、より簡便に入力・送信、集計可能 

①教育的効果の評価 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        質保証のための統一基準の作成 

 英国の例 

 1997年に設立された独立機関である高等教育質保証機構（QAA）が定める、高等教育機関の10の質保証基準の一つとして”Work-
based and placement learning“についての項目がある。 

 ただし、QAAの項目だけでは一般的すぎるため、大学の専門人材のネットワーク団体ASETが別途詳細な質保証基準”A Good Practice 
Guide for Placement and Other Work-Based Learning Opportunities in Higher Education“を定めている。 
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欧米諸国では、大学でのインターンシップ（コーオプ教育）の質保証のための認証基準が定められており、既存プログラムおよび新規
プログラム双方の質の向上が図られている。例えば英国では、高等教育質保証機構（QAA）が定める一般的な質保証基準と、大
学の専門人材のネットワーク団体ASETによる、より詳細かつ具体的な質保証基準が存在している。米国も同様の構造である。 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

ASETは専門人材向けのトレーニングも手掛ける 

＋ 

高等教育質保証機構（QAA）の基準 ASETによる詳細な基準 

②質保証基準 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



        質保証のための統一基準（カナダの事例） 

 カナダ コーオプ教育協会 ”CAFCE ACCREDITATION STANDARDS AND RATIONALE” 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  83 

（出所：経済産業省 平成24年度 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」報告書） 

②質保証基準 

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



質向上に向けたその他の取り組み： 第三者によるランキング・表彰 

 大学、企業、学生の３部門で優れた事例を表彰 

1. UNIVERSITY AWARDS（大学） 

 Best University Placement Service（大学提供のインターンシップ） 

 Best University Careers / Employability Service（大学のキャリアおよびエンプロイアビリ
ティ開発サービス） 

 Most Improved Commitment to Employability（エンプロイアビリティ向上に向けた改善
の取り組み） 

 Outstanding Contribution to Work Experience（就業経験の提供に関する貢献） 

2. EMPLOYER AWARDS（企業） 

 Top Undergraduate Employer（学部生対象の大規模プログラム：15人以上） 

 Top Medium-sized Undergraduate Scheme（学部生対象の中規模プログラム：5～14
人） 

 Top Small to Medium-Sized Undergraduate Employer（学部生対象の小規模プログ
ラム：1人～） 

 Best New Provider of Work Experience（3年以内に新規に受け入れた企業が対象） 

 Best Diversity in Work Experience（ダイバーシティのある就業体験の提供） 

 Best Short-term Insight Scheme（短期プログラム） 

 Best On Campus Marketing Campaign（キャンパスでの学生リクルーティングの取り組み） 

3. STUDENT AWARDS（学生） 

 Best Placement Student（大学提供プログラムで最も貢献） 

 Best Intern（民間のインターンシッププログラムで最も貢献） 

 Best Student Contribution to a Small or Medium-Sized Employer 
（中小企業への貢献） 

 Best University Society（就業体験の推進に積極的に取り組んだ学生団体） 

英国では、インターンシップなど、エンプロイアビリティを高める取組についての全国規模のアワードが開催され、優れた取り組みが企業、
大学、学生の３部門で表彰されており、現場での質向上のインセンティブとなっている。 
 

2012年まではNATIONAL PLACEMENT & 
INTERNSHIP AWARDSとして実施されていたが、
2013年よりNational Undergraduate 
Employability Awardsとしてリニューアル 
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第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



委員会とシンポジウムにおける意見より 

 教育的効果の評価 

 種々の能力の向上を測定し数値的な評価をするのも大事だが、それで学生の何が変わったか、主体的な学習にどうつながっているかを評価する
仕組みを構築し、気づきと行動変容がどれだけ起きたかを、プログラムに関与していない人にもわかる形で可視化する必要がある。 

 気づきと行動変容について学内に広めるための発表会などは効果的。定量化できない部分も含めて関係者に実感してもらうことで、プログラム運
営側の学びになると同時に周辺の人たちを巻き込むための場になる。 

 教育的効果を考えれば学生に関しては、日々の記録と企業からの客観評価、課題に対する達成度と職場への貢献度、「壁」をどのように超え
たかといった情報を得たい。 

 大学側の教育的意図や評価基準が示されないと企業としては評価しづらく、甘い評価になりがち。また、同じ企業に複数の大学からインターン
生が入ると評価方法が混乱し、現場の負担が増えるなどの問題がある。インターンシップの標準化や、大学との事前打ち合わせが必要。一方で、
企業ごとにも評価の精度にばらつきがある。フォーマットの統一、他社との相互比較でブラッシュアップし精度を合わせるのがのぞましい。そのために
も企業と大学がそれぞれの視点をぶつけ合って項目や視点を一緒に考えることから始めたい。 

 互いに遠慮があると効果的なフィードバック、特に悪い評価を伝えにくい。企業と大学が本音で評価しあえる関係性が必要。 

 

 プログラムとしての質保証基準 

 企業経営者は社員のどの｢やる気スイッチ｣を押せばよいのかわからない。そういったことに関する研究論文があり、それに基づいて企業が変化し、
専門人材もやる気になるとよい。 

 専門人材を育成するプラットフォームを企業のOJTの場として提供することで、大学側もプログラムの短期的評価を考えざるを得なくなる。そのよう
な仕組みを作ることで質保証に向かい、大学教育全体を変えていくことができるのではないか。 

 時期、内容、運営、企業の受入理由、プログラムの魅力といった企業からのフィードバックを受け入れ、以後のインターンシップの方向性や内容に
反映させることが質保証につながるのではないか。 
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第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 



第5章まとめ：教育的効果の評価と質保証のあり方のポイント 

86 平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方 

学生 

（学生の自己評価） 

企業 

（企業から学生への評価） 

大学 

②プログラムとして
の質保証基準 

認証機関等に 
よる第三者評価 

（大学から 
学生への評価） 

学生から企業への評価 

大学から 
企業への 
評価 

①教育的効果
の評価 

（継続的改善の指針としての活用） 

企業からの評価をもとに教育
課程を改善する 

企業にとっては社会人基礎力等
の標準的な評価項目・基準がな
いと学生の評価をしづらい 

質保証には統一基準
が必要 

定量化できない学
生の成長を伝え、
関係者を巻き込む
のには「学内報告
会」が有効 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Umeda-Center-Bldg-01.jpg
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第6章 事例紹介 



調査項目 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

国内事例調査では、①教育的効果の高いインターンシッププログラムの標準的な型を抽出し、②普及の方法や産学協働教育モデ
ルを提示するために、以下の項目についてヒアリングを行った。 

1. 教育的効果の高いプログラムの型の抽出 2. 産学協働教育モデルの提示 

カリキュラム上の工夫 インターンシップ事例 

事前学習 受入企業 

実習中 事業内容 

事後学習  期間 

学生の目標設定と評価の仕
組み 

活動内容 

効果を高めるポイント 

導入効果 

企業開拓と 
学生募集 

運営組織 
 

専門人材 今後の課題 

企業開拓の方法 組織概要 役割 現状 

企業のメリット・ 
受入動機 

大学内における運営
組織の役割・位置づけ 

採用・育成方法 今後の展望 

企業コミュニケーション
の留意点 

学内の合意形成 
専門人材の能力、専
門性 

克服すべき課題 

コミュニケーションツール 外部団体との連携 予算措置 

企業コミュニケーション
の様式 

教育的効果の検証 

学生の募集 

マッチングの方法 

 概要 

プログラム名称 インターンシップ実施目的 教育目標 実習期間 

参加学生数 参加学生の傾向 参加企業数 教育課程上の位置づけ 単位化の有無とその理由 
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プログラム名称 KITサマーインターンシップ 

インターンシップ 
実施の目的 

大学全体の中で、課外活動の充実を図ることで学生の学習意欲を高
めている。その仕掛けの一つとして、働くという現場を体験し、ジェネリック
スキルの習得と、実際の学問が企業活動でどのように活用されているか
を認識することを目的としてインターンシップを位置付けている。 

教育目標 
「自ら考え行動する技術者の育成」を教育目標として掲げ、教育付加
価値日本一を目指している。 

実習期間 5日間～2週間程度（受入先企業により異なる） 

参加学生数 
73名（2013年度）（学外インターンシップ参加者合計は214名、
この他に学内インターンシップには412名が参加） 

参加学生の傾
向 

・参加学年の割合：対象は全学生（3年生推奨であり多くは3年
生） 
・男女比：ほとんど男子学生（大学の男女比は９：１） 

参加企業数 受入承諾企業109社 

教育課程上の
位置づけ 

課外学習の一環として夏期休業期間に実施 

単位化の有無
とその理由 

KITサマーインターンシップは単位認定していない（KITで実施している
インターンシッププログラムにおいて単位認定されているのは大学院イン
ターンシップのみ）。 
インターンシップを起点として、能動的な履修と授業への参画を目的と
しているため。 
また、単位の評価をするのは大学の教員であるが、教員はインターン
シップ中に学生がどのような活動をしているのかを詳細に把握する仕組
みを有していないため、単位認定していない。 

概要 実施目的の共有 

実施目的 
「学生一人ひとりの個性を輝かせ、一人前の社会人にすること」を目標
にした数々の施策を「教育付加価値日本一」を目指す取り組みと位
置付け、今日まで大切にし、継承している。 

受入目的 
• 新卒採用の期待ならびに企業の魅力発信 
• 社会貢献の一環として、教育に対する協力 

目的の共有 

• インターンシップ以外にも学内担当者が企業を訪問し、金沢工業
大学に対する理解を深めている。 

• 評価シートを活用して学生のインターンシップ参加動機を事前に伝
えることで、受け入れる企業側もどのような心構えで臨むべきか、どの
ような機会を提供すべきかなどがより明確になっている。 
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第6章 事例紹介 

実施目的に沿ったプログラム設計 企業の現場等でのリアルな体験の機会 
受入企業 A社 

事業内容 IT企業 

期間 5日間 

活動内容 

• 事業概要の説明 
• SE業務の体験（各部門において、業務役割分担の理解） 
• チーム活動（提案書の作成とプレゼンテーション、企画書の作成とプ

レゼンテーション） 

効果を高め
るポイント 

• 企業側にも学生がどのような能力を高めたいと思ってインターンシップに
参加しているのかを共有することで、学生に対して適切な課題や環境、
役割を提供することができる。 

• 評価項目が数値化されており明確であるため、企業からの評価と学
生の自己評価の差が分かりやすいことがポイントとなっている。 

導入効果 
学生の声：大学での専門分野の学びを、企業で生かせるのか、また自
分にその業界・職種が合っているのかを確認したいとの目的に対して、Ｓ
Ｅの仕事内容の体験を通して、今後の学習をより深めたいと思った。 

事前学習 

①インターンシップの意義を学ぶ：インターンシップガイダンスを実施し、イン
ターンシップに参加する意義等について認識する。ガイダンスには300名近
い学生が参加。 
②企業研究、自己評価：社会人基礎力を基にした24の評価項目と、そ
の各々のルーブリックで自己評価を行いインターンシップでどの項目の能力
向上を図るかを3つ決め、そのための行動を宣言する。 

実習中 

インターンシップ期間中も自分で決めた目的と、伸ばす項目の目標に沿っ
てインターンシップを実施。 
終了直後に、再度自己評価すると共に、企業の受け入れ担当者から同
様の評価シートを使いながら評価を受けることで、自己評価と他者からの
評価のギャップを認識する。 

事後学習  

①学内での事後研修にて、企業の方から頂いた評価結果に基づいて振り
返りを行う。 
②振り返りをもとに、学校生活にどのようにフィードバックしていくのかアクショ
ンプランを作成する。 
③アクションプランをもとに、学生自身の学びなどを発表する交流会を実施。
企業の方々を招き、交流を行っている。 
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学生の目標設定・フィードバック・振り返りの徹底 専門人材の活用 

役割 
受入企業の開拓、学生の面談、動機づけ、マッチング、書類の取り交
わしなどを行う。 

採用・育成方
法 

• 自衛隊で若者の人事・就職支援を担当していた方などは、さまざ
まな業界ともつながりがあり、汎用性が高い。また定年年齢が民間
企業に比べ早い（55歳程度）ため、他の企業よりも早い段階で
大学組織に入ることができる。 

• キャリアカウンセラーの資格取得を強く推奨している。 

専門人材の役
割、能力、専門
性 

• 企業と学生のwin-winの関係性を構築できることが重要だと思っ
ている。大学のメインの活動の中にインターンシップを位置付けられ
るとより相乗的な効果が期待できると思っているので、そうした場合
は外部ではなく学内の事情に通じ、大学内の動きを把握している
ことが重要になってくる。 

• また、（インターンシップではなく、）就職活動を支援する人物に
対しては、就職活動のアクティビティにおける下位層の背中を押さ
なければならない学生たちに対して、ある程度押しが強く、父親の
ように励まし、寄り添い、激励しながら学生を就職活動に向かわせ
ることができる人物が良いため、ある程度年齢の高い人物が良い。
また、保護者対応も行っているため、そういった人物が一定量必要
と考えている。 
 逆にインターンシッププログラムの場合は、学生との対話が多い

ためもう少し年齢層が若くても構わない。 

予算措置 交通費、宿泊費は、企業にお願いしている。 

教育的効果の
検証 

ステークホルダー交流会（自己成長ＰＲ発表会）で、学生自身の
就業体験を発表し、企業の方から直接フィードバックしてもらっている。 

事前学習 
における目
標設定 

• 研修先決定通知が届いた学生は、研修先企業に提出する履歴書
を作成し提出する。 

• 7月末に1~２回、ビジネスマナー講習として、インターンシップに行くこ
とが決まっている学生を集め、マナー講座、守秘義務の問題について
の講義、インターンシッププログラムの説明などを90分程度で行ってい
る。この場は必須ではないが、声を掛ければ学生は全員参加する。 

• また、マッチングまでに一人ひとりと電話やメールで密にコミュニケーション
をとることで、職員と学生の間で信頼関係ができているのも大きい。 

• ビジネスマナー講習後、研修先に学生自身で「日程」や「内容」を確
認。研修先との確認後に、確定した日程をキャリア支援室までメール
にて送信している。同時に、キャリア支援室はインターンシップ保険への
加入手続きを行う。 

• インターンシップ実施前に学生はフォーマットに沿って目標設定シートを
記入。社会人基礎力をもとにした24項目・9段階のチェックシートに
記入。同時に、フォーマットに沿って、企業の業務内容や売上、経常
利益、資本金などを調べながら、企業活動における基本的な流れや
言葉を学習する。 

 

実習中の
フィードバック 

• 学外インターンシップは、全てではないが、中間的なまとめと発表を行
い、3つの目標に対しての進捗を確認している。 

• 学内インターンシップは、ほぼ全て中間的な面談を行っている。 

事後学習に
おける目標
設定  

• インターンシップ終了後に当初の目標設定の振り返りを企業からの
フィードバックを基に行っている。その振り返りを踏まえて、学生自身が
アクションプランを作成し、今後の学生生活や就職活動において、何
に挑戦するのかを明確にする。 

• さらに、①学生自身の情報発信力やコミュニケーション力を向上させる
②今後の修学計画において社会にコミットすることにより修学意欲を
喚起させる③学生の発表で得たステークホルダーからの反応を大学の
教育改善に生かす。という3つを目的に、ステークホルダー交流会（自
己成長PR発表会）を開催している。この場では学生が技術的な部
分に関する発表ではなく学生個人の成長や次の挑戦にフォーカスした
内容をプレゼンテーションし、研修先の企業も含め毎年120～130社
程度の企業が見学に来ている。 
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プログラム名称 地域協働型インターンシップ 

インターンシップ
実施の目的 

キャリア形成における学びにとどまらず、地域を支える仕事や地域社会
を支える取り組みを知り、地域の成り立ちを学ぶことを通じて、社会に
おける自分たちの役割を考え、これからの大学生活に対する目標を明
確にしていくこと。 

教育目標 

• 豊かな人間性を支える基盤的能力を培う。 
• 学習成果を適切に評価し、自主的な学習に責任をもって取り組む

態度を培う。 
• 社会的責任を果たすことができる倫理観を培う。 
• 人文科学、社会科学、自然科学、健康科学にわたる教養教育を

実施し、生涯学習の基礎を培う。 
• 到達目標を明確にした体系的な教育課程を編成し、専門職業人

に必要な知識・技能を培う。 
• 専門分野を生かした見方・考え方を培う。 

実習期間 夏季休暇・春期休暇中の4週間～6週間程度 

参加学生数 

• 定員：30名（岐阜大学20名／他大学10名） 
• 実数：昨年夏 17名 

 （岐阜大学8名（男性6名、女性2名） 他大学9名 
  今春（2014春）：全体で20名前後を予定 

参加学生の傾
向 

・参加学年の割合：１，2年生 
・男女比 など：男子３：女子７ 

参加企業数 12社 

教育課程上の
位置づけ 

教養科目 
担当教員は高木准教授、非常勤講師としてG-net岩瀬氏、南田氏
3名。 
夏季休暇中に実施する場合は後期履修の授業だが、夏休みの集中
講義として実施している。（春期休暇中は次年度前期履修科目とな
る） 

単位化の有無
とその理由 

単位は2単位 

概要 実施目的の共有 

実施目的 
学生が、在学中に地域・社会課題を知り、その解決に向けて大学生
自身がプロジェクトとして取り組むこと。 

受入目的 
社内の新規プロジェクトの推進。具体的にはマーケティングやイベント運
営業務等、仮説はあるがなかなか手が回らない部分にプロジェクトを設
計することでインターンシッププログラムを実施している。 

目的の共有 

専門人材が、受入企業の開拓を行う際に、実施目的を共有。また、イ
ンターンシップのプロジェクトは各社個別に作成するため、その過程にお
いてどのようなプロジェクトをつくれば大学・企業双方の実施目的が達成
されるのかをすり合わせている。 
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実施目的に沿ったプログラム設計 企業の現場等でのリアルな体験の機会 

事前学習 

• 主に１、2年生を対象にしており、一つのプロジェクトに対して2~3名の
学生がチームになって実施。 

• チームを作る際は学生自身がエントリーシートを書いて専門人材との個
別面談を行い、インターンシップ先企業を決定している。 

実習中 
インターンシップ実習中は、週に1回程度のフォローアップ研修会を専門の
コーディネート機関が実施し、振り返りと学びの機会を提供している。 

事後学習  

• 9月下旬には６時間程度の事後研修を実施。ここではインターンシップ
を振り返り、最終報告会に向けたプレゼンテーションの作成を行う。 

• また、10月上旬には６時間の修了報告会を開催し、全体の総まとめ
と振り返りを行っている。 
 上記は夏休み実施の場合。春休み実施の場合は、3月下旬に振
り返り、4月上旬に修了報告会を行う。 

受入企業 有限会社大橋量器 

事業内容 
木製枡、計量器の製造・販売 
枡製造技術を活用したインテリアの製造・販売 

期間 1か月間 

活動内容 

• 1週目：店舗での商品理解、製造補助を通して商品知識と商品製
造の流れを理解。その後、市場ニーズのリサーチ、営業企画。東海三
県の花屋をほぼすべてリストアップし花屋60軒のアポイントを取り、20
軒のヒアリングを実施。 

• 2~3週目：ヒアリング先の顧客から「お祝い専門の方が良いのでは」
と言われ、結婚式場やブライダル専門と取引がある花屋にターゲットを
絞ってアプローチを再開。企画会議。 

• 3~4週目：サンプルを片手に、対象となる業界へのリサーチマーケティ
ング。商品に対しての声を集める。同時に、反応の良い相手に対して
は営業も展開。 

• 1ヶ月間で5件の新規契約を獲得し、新たな販路の開拓にも繋がった。 

効果を高め
るポイント 

• 経営者や従業員、地域社会の様々な大人と関わり、実際の仕事に
従事し、働く経験を通して、自分の進路や仕事選びなどの将来にわ
たるキャリアについて学ぶことができる仕組みになっている。 

• さらに、自らの力量を把握し、キャリア形成における学びにとどまらず、
地域を支える仕事や地域社会を支える取り組みを知り、地域の成り
立ちを学ぶことを通じて、社会における自分たちの役割を考え、これか
らの大学生活に対する目標を明確にしている。 

導入効果 
• インターン生受入による組織の活性化 
• 新商品や既存商品の販売ニーズのリサーチ 



教育的効果の高いインターンシップの事例（２）岐阜大学地域協働型インターンシップ 
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学生の目標設定・フィードバック・振り返りの徹底 専門人材の活用（NPO法人G-netの役割） 

役割 

インターンシップ受入企業の開拓、インターンシッププロジェクトの設計、
学生の募集補助、学生への動機づけ、事前研修の実施、期間中の
フォローアップ（中間研修、定期的なモニタリング）、事後研修などを
行っている。 

採用・育成方
法 

• 採用については求人サイトや紹介など通常の採用方法をとっている
場合が多いが、次項の求める資質については厳しく判断。 

• また、育成方法については社内の先輩コーディネーターについてコー
ディネート業務を体感しながら学んでいくOJTが主である。さらに、
定期的に開催される全国の集合研修などにも参加するなどしてい
る。 

専門人材の役
割、能力、専門
性 

• 学生に信頼され、学生の変化を感じ取れること。また、学生にとっ
て先輩としてメンターとして良き相談相手であり、目指すべきモデル
となれること。 

• 企業経営者と話ができ、事業に貢献するようなインターンシップのプ
ロジェクト設計ができること。 

• 大学内の動きを理解し、ステークホルダーとの調整を図るとともに、
事前、中間、事後研修などのカリキュラムを効果的に組み立てられ
ること。 

予算措置 

• 現在行っている地域協働型インターンシップは、岐阜県の予算を
活用して運用している。 

• 学部改組後の、地域協学センタ―等の設置に当たっては文部科
学省 地(知)の拠点整備事業予算などを充当する予定。 

教育的効果の
検証 

• 外部コーディネート団体と連携して、担当教員とともにインターン
シップが終わるたびにプログラム改善のためのミーティングを定期的に
実施。 

• また、外部団体が企業との信頼関係を築いていることで、企業から
の率直な意見を共有しやすい環境となっている。 

事前学習 
における目
標設定 

８月上旬に12時間の事前研修をし、社会人としての基礎マナー、イン
ターンシップの目的、目標の設計、マーケティングの基礎などを学ぶ。 
講義は主にNPO法人G-netが非常勤講師として実施。 

実習中の
フィードバック 

８月下旬に12時間の中間研修を実施。 
地域の実践事例からマーケティング、リサーチの手法の学習。さらに、イン
ターン実施期間中であるため、プロジェクトの中間報告会、中間プレゼン
テーションを行っている。 
講義は主にNPO法人G-netが非常勤講師として実施。 

事後学習に
おける目標
設定  

9月下旬には6時間の事後研修、10月上旬には6時間の修了報告会
を実施。インターンシップ実習での学びを振り返る機会を持つ。また報告
会は学生が主体的に企画運営にも携わり、インターンでの経験を生かす
機会も用意している。 

岐阜大学では、地域協
学センタ―を新設し、地
域との連携を一手に担う。 
地域協学センタ―がすべ
ての学生が受講できる全
学共通の地域志向教育
のプログラムを展開し、
「次世代地域リーダー」を
育成することを目指す。 
 

■岐阜大学における文部科学省 地(知)の拠点整備事業実施体制図 



教育的効果の高いインターンシップの事例（３）京都産業大学 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  95 
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プログラム名称 企業人と学生のハイブリッド 

インターンシップ
実施の目的 

• 若手社員、学生ともにレベルに応じた社会人基礎力の育成を目指
すとともに、学生は現実感を持って仕事とは何かを理解し、若手社
員はリーダーシップ、マネジメント等の経験を積むこと。 

• 大学として地域の中小企業に対して若手社員の人材育成という
観点から、企業に貢献するカリキュラムを実施すること。 

教育目標 

• 学生の進路選択の多様化および納得度の高い進路の実現 
• 日本型コーオプ教育のモデル構築および普及拡大 
• 高校生に対する職業観・勤労観の醸成 
• 企業における若手社員のキャリア再認識および早期離職の抑制 

実習期間 4か月間（10月～1月） 

参加学生数 

30名（3人一組）（平成25年度は33名） 
説明会には200名以上が参加し、実際に受講申し込みを行う学生は
約60名。 
その中から担当教員が面接をし、採用する学生を決定する。 

参加学生の傾
向 

3年生中心 
（対象年次は2~4年次） 

参加企業数 
10社10名 
（平成25年度は11名） 

教育課程上の
位置づけ 

共通教育科目（全学部対象） 

単位化の有無
とその理由 

正課（２単位） 

概要 実施目的の共有 

実施目的 
• 若手社員、学生ともにレベルに応じた社会人基礎力の育成を目指

すとともに、学生は現実感を持って仕事とは何かを理解し、若手社
員はリーダーシップ、マネジメント等の経験を積むこと。 

受入目的 

若手社員に対して 
• 学生とまとめ、解決策を検討することで、リーダーとしてのスキルが身

に付く。 
• プロジェクトマネジメントを経験することで、後輩を教える機会が少な

い若手育成に役立つ。 
• 自社の課題を検討することにより、当事者意識が芽生え、自ら考え、

行動する癖が付くようになる。 

目的の共有 

• 企業担当者に対しては、訪問などで上司、人事責任者とともに、
本プログラムの意義等を直接説明し、共有を図っている。 

• また、プログラムに参加する社員が業務として参加できること、上司
や人事担当者がメンターとしてつくことなどを依頼し、社内での理解
を深めてもらっている。 



教育的効果の高いインターンシップの事例（３）京都産業大学 
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実施目的に沿ったプログラム設計 企業の現場等でのリアルな体験の機会 

受入企業 
飲食チェーン、製造業、運送業、印刷業、IT、木材卸、不動産、海産
物卸等 

事業内容 ー 

期間 4か月間 

活動内容 

運送会社の配送センターが抱える課題を洗い出した。授業員の9割を
パート社員が占め、正社員とパート社員の間のコミュニケーション不足や、
仕事を取りまとめる正社員の負担が重いことに気付いた。学生が現場ま
で赴き、業務内容に精通したパート社員を「パートリーダー」にして正社員
の負担を減らす案をまとめた。 

効果を高め
るポイント 

• 学生3名と若手社会人1名がチームになり、仕事上の課題を共に考
える。 

• 学生は隔週で活動しており、社会人は月1回学生と直接コミュニケー
ションをとると共に、メールなどでも随時情報交換を行いながら課題提
案までのアドバイスを行う。 

導入効果 

• 学生とまとめや解決策を検討することで、リーダーとしてのスキルが身に
付く。 

• プロジェクトマネジメントを経験することで、後輩を教える機会が少ない
若手育成に役立つ。 

• 自社の課題を検討することにより、当事者意識が芽生え、自ら考え、
行動する癖が付くようになった。 

• 実際に課題解決につながるような提案も行われ、課題の具体的な解
決策になった。 

事前学習 

• 学生が高い意欲と覚悟を持って参加するために、説明会から学生への
要求レベルが高いことを伝えている。説明会に参加した200名のうち、
実際に応募するのは60名程度である。 

• 応募してきた学生に対しても担当教員が一人一人面接を行い、その
場で受講の覚悟を学生・教員双方で確認している。 

• 初回のオリエンテーションでは、選ばれただけでもすごいという自信を持っ
てもらうと共に、新入社員としてプロジェクトに取り組んでもらうよう伝えて
いる。 

• プロジェクト先の企業は、学生の希望は聞かず、「学部・学年・性別」が
重ならないように教員がチーム分けを行っている。これは「新入社員は配
属先は自分で選べず、まずはそこで成果を出すことが重要」ということを
伝えるためである。 

• 学生に対しては、「この授業に参加することは仕事に取り組むことと同じ
（成果を出すことが重要）」だと説明会から終了時まで一貫して伝え
ている。 

• 若手社員に対しては、業務課題の設定のため準備として、「企業課題
シート」に「経営理念/ビジョン」「事業戦略/マーケティング」「人材開発/
組織体制」といった項目を記入してもらい、自社を俯瞰的に捉え直して
もらう。その上で、自分の業務上の課題を設定してもらい、上司とすり
合わせたうえで持参する。 

実習中 

• 授業は10月末～1月中旬の全9回（1回90分）行っている。 
• 9回のうち、学生と若手社員が一緒に参加するのは4回だが、授業時

間外にも学生と若手社員が大学などで打ち合わせを行っている。 
• 企業の若手社員に対してもチームのリーダとして学生のモチベーション担

保を行ってもらうとともに、担当教員が社会人基礎力を基礎に課題解
決、創造、発想についてグループワークを中心とした討議を行っている。 

• 開始2か月半後に参画企業に学生が出向き、上司その他の社員の中
間報告を行いフィードバックを行っている。 

事後学習  

• 全10社の若手社員、上司、学生、学外参観者、教員などを前に最
終成果の発表を行っている。 

• 学生は、業務報告書や相互評価シートを記入する過程で自らの取り
組み姿勢の振り返りや、互いの評価を行う難しさなどを体感する。 
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学生の目標設定・フィードバック・振り返りの徹底 専門人材の活用 

役割 

• 担当教員1名、職員4名で担当 
• 学内の立場として事務員でも、教員でもない立場はない。 
• 専門人材は、ただの事務員では困る。大学としてのカリキュラムを

考えられたり、積極的に仕事に関わっていくことが求められるがそう
いうことができる人材はほとんどいない。 

• また、教員側も事務職員を下に見てしまう。そういった人材がいても
学内で提案をしていくようなポジションになれるかどうかは難しい。国
がそういったポジションを新たに作ってくれるのが理想的。 

採用・育成方
法 

• 現在学内において、他に専門人材を担えるような人物はおらず、ど
のようにそういった人材を採用、育成していくのかは大きな課題であ
る。 

• 最終的にはコーディネートを行う組織を学内に設置したい。 

専門人材の役
割、能力、専門
性 

• 経営者と話せてメリットを提案でき少しでも貢献できる人で、学生と
話せる素養がある人がよい。 

• キャリアコンサルタントの資格などは全く必要ないと感じている。むし
ろ持っているとそういった資格を使おうとしておかしな動機づけをして
しまうことにもなりかねない。 

予算措置 大学独自の予算 

教育的効果の
検証 

• 上司（もしくは人事責任者）、若手社員、学生の三者に対して
アンケート調査を行っており、アンケート結果からプログラムの評価・
改善を行っている。 

• また受講社員、学生に対する聞き取り調査も行っており、プログラ
ム修了後も、業務に生かされているかどうかを聞くことにしている。 

• 学生に対しても第1期の受講生は現在社会人として働いており、
受講から時間が経過した段階での意見を収集することで今後のプ
ログラムの参考にしていきたい。 

事前学習 
における目
標設定 

• 学生が授業に応募する際に「志望理由書」を提出させ、プログラム受
講の理由、これまでの大学生活、自分について書かせている。 

• 若手社員との顔合わせの際に、社員から企業の課題について学生に
伝えてもらっている。その際ほとんどの若手社員はうまく伝えることができ
ず、企業見学を行うチームも多い。 

実習中の
フィードバック 

• 毎回進捗に応じて、全チームを全員の前で発表させ、自チームの状
況を客観視し、互いに切磋琢磨する環境をつくっている。 

• 担当教員が進捗状況を確認し、適宜フィードナックを行い、議論が不
十分な場合はその場で指摘している。 

• 中間報告として、学生が会社に出向き、社員の上司に直接報告す
る場面があるが、多くは厳しいフィードバックにより自分たちの至らなさを
自覚することになる。 

• 若手社員に対しては、「中間振り返り会」を実施し、社員だけで授業
終了後に2時間相談する時間を設けている。 

事後学習に
おける目標
設定  

• 学生が記入する業務報告書はフォーマットが決まっておらず、個人がど
のような内容を記入すればよいか検討したうえで作成し、提出している。
レポート提出後、担当教員からのフィードバックを加えて返却している。
今後は、レポート返却時に一人一人に対して直接評価とその理由を
フィードバックしていきたいと考えている。 

• 若手社員が記入する「プロセス管理＆能力開発シート」では、能力
開発についての現状認識、プログラムを通しての目標などに対して上
司からフィードバックをもらいながら、今後の業務に生かしていくことが期
待されている。 
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概要 実施目的の共有 

プログラム名称 人間関係形成インターンシップ（SBI） 

インターンシップ 
実施の目的 

学生が仕事における「人とのかかわりの中で成長する」こと 
インターンシップ受入企業の社員が「学生支援を通して成長する」こと 

教育目標 

幅広い教養と高度で実践的な専門能力を身に付け、地域社会や国
際社会の健全な発展に貢献できる人材を育成する。とりわけ、地域が
直面する諸課題を自ら探求し、学際的な視点で考えるとともに、「環・
人共生」の精神に立ってその解決策を提案できる人材の輩出。 

実習期間 3週間（15日間） 

参加学生数 
2010年春：6名 2010年夏：6名 
2011年春：9名 2012年夏：12名 
2013年春：13名 2013年夏：17名 

参加学生の傾
向 

・参加学年の割合：主に１～２年生が対象 
・参加学部の割合：人文学部がほとんどであるが、農学部など一部他
学部も参加している。 
・男女比 など：男1：女2 

参加企業数 
2010年春：2社 2010年夏：2社 
2011年春：3社 2012年夏：4社 
2013年春：4社 2013年夏：6社（高知4社・横浜2社） 

教育課程上の
位置づけ 

準正課 

単位化の有無
とその理由 

単位認定していない。 
単位化した場合に、単位欲しさの学生が来る恐れがあり、モチベーショ
ンの高い、自らの成長に貪欲な学生を集めるため。 

実施目的 
• 学生が仕事における「人とのかかわりの中で成長する」こと 
• インターンシップ受入企業の社員が「学生支援を通して成長す

る」こと 

受入目的 

• 若手社員の教育 
• 新入社員が入りにくい環境のため後輩を育てたことがない、

地域の中小企業の若手～中堅（幹部候補）社員に対し
て、疑似的に後輩を育成するという経験を提供。 

• インターンシップの目標設定と振り返りを行うことによって、普
段の仕事の仕方を振り返る。 

• 若手～中堅社員同士の人材交流を行う場となっている。 

目的の共有 

• 高知県中小企業家同友会に所属していた、土居雅夫氏（株
式会社エナジオ代表取締役）協力のもと、インターンシッププロ
グラムを、社員を成長させる「社員研修」「人材育成」の一環と
して活用することに共感してもらえる受入企業に個別に声掛け。 

• 受入の意思を示してくれた企業には、大学教員も同行し、本カ
リキュラムの意図を説明している。 

• 学生の成長を促すことは根底にあるが、企業にもメリットのある
win-winの関係性を築けるように意識している。 

• インターンシッププログラムを実施することでどのようなメリットがある
のかも含めて共感してもらえるよう配慮している。 
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実施目的に沿ったプログラム設計 企業の現場等でのリアルな体験の機会 
受入企業 株式会社高南メディカル 

事業内容 

• 給食受託業務 
• 特定保健指導事業 
• 出版物（カタログ・パンフレット等）販売業務 
• 機能性食品（新商品）の研究・開発・販売 

期間 
• 実習期間：3週間 参加人数3名（2年生1名と1年生2名）  
• 事前事後研修含めプログラム期間：9か月 
 高南メディカルは2回目の受入（1回目も高知大学より3名） 

活動内容 

• 1～2週間目：様々な現場で共に日常業務を実施（工場、営
業、施設の現場など）。 

• 3週間目：同社の給食事業の顧客である福祉施設の高齢者向
けアンケートを作成・実施。まとめと提案を行う。 

効果を高め
るポイント 

• 最初は日常業務を一緒にする。その中で学生が信頼関係を自ら
構築していく。毎日、夕方に担当者と学生3名で振り返り面談と
日報へのコメントを作成。 

• 学生向け：チームビルディング・目標設定セミナーなど約20時間
の事前学習（大学主催） 

• 企業向け：全受入担当者向けに目標設定塾と総括の集合研
修実施（大学主催） 

• 学生は終了後も月1で学生生活を振り返る「Tea Time」、に参
加。6か月後には企業も参加する振り返り報告会を実施。 

導入効果 

• 企業に対する効果:栄養士と入社した2名の幹部社員の人材マ
ネジメント能力の向上。 

• その経験を自社の新入社員向け研修の仕組み化に対してフィー
ドバック。 

事前学習 

• 事前準備としてマインドアップセミナー、チームビルディングセミナー、スキ
ルアップセミナー（計14時間）を開催。 

• 目標設定セミナー（授業後3時間×２）：目標の重要性の講義と、
個人目標・チーム目標の設定を行う。 

• 学生と個別面談：個人のモチベーションを保ち、悩み相談に乗るなど
事前の不安解消に努めている。 

実習中 

• 毎日、受入担当者（若手社員）と学生で振り返り、日報を提出。企
業担当者は日報にフィードバックコメントを記入し、学生に返却。 

• 大学教職員、協働パートナー機関の担当者が期間中に一度企業を
訪問し、学生と受入企業担当者に対してそれぞれ一時間程度のモニタ
リングを行っている。 

事後学習  

• 目標設定総括セミナー：振り返りと今後の学生生活の6カ月目標を
設定。  

• 振り返り報告会：チームごとに①インターンシップの内容、②そこでの
学び、③今後の学生生活にどのように生かしていきたいか、を発表。企
業と、半年前にインターンシップを行った学生も参加し、半年後の振り
返り報告会も兼ねている。 

• Tea Time（毎月1回半年後まで）、中間期の受入企業担当者
訪問、振り返り報告会（６ヶ月後）等を通して、インターンシップ修
了後の学生のアクティビティを高める支援をしつつ、学生と企業がイン
ターンシップ修了後も継続的な関係性を築ける機会を設けている。 

•  その他の事後学習支援 
インターンシップ生が、自分達の経験を学内学生に向けて報告する
「学内報告会」、次期のインターンシップ生募集時に関心のある学生
に対して相談にのる「相談会」を、企画・実施。 
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教育的効果の高いインターンシップの事例（４） 高知大学SBIプログラム 

学生の目標設定・フィードバック・振り返りの徹底 専門人材の活用 
役割 • 教員では対応が難しい日常的な学生の個別対応を担う役割とし

ての専門人材が必要不可欠。 
• 大学の教育コンセプトも設計しつつ、企業の受け入れメリット、参

画メリットも設計を共にしたうえでの企業開拓には、外部機関（専
門人材）の役割が非常に重要である。 

採用・育成方
法 

• 国からの予算などをきっかけとして採用することが多く、3年程度の
有期雇用が大半。採用後の人材育成についても、現時点では必
ずしもシステム的に行う形ではいない。 

• プログラム開発を行う研究会に参加することで業務に必要な理論
的レベルの向上を支援したり、実習のモニタリングや授業の協働実
施、さらには学生との面談などの日常業務をOJT研修として位置
付けることで実践的能力の向上を支援している。 

• 専門性を持っている外部の団体と連携することで、企業へのフォ
ローや動機づけなどを行っている。 

専門人材の役
割、能力、専門
性 

• 学生の想いを引き出して把握し、教員、学外者の考えをつなげる
役割を担う。参加希望者を集める広報活動を行い、希望者から
は参加動機や想いを聞き取り、深い関係性を構築する。事前・事
後研修ではチームの様子や個性を把握し、学生・企業向けフォ
ローや仕組みの改善に生かす。  

• 学生の状況は、教員や外部のパートナーと共有し、様々な角度か
らその後の対応を流動的に検討する。 

• 組織の仕組みとしてインターンシップを機能させていくためには、一
人の人物ではカバーできない部分を外部組織なども含めて連携し、
補い合っていくことが重要。 

予算措置 • 内閣府地域社会雇用創造事業の委託事業でプログラム開発・
試行。現状は、文部科学省の特別経費（教育経費）を活用。 

教育的効果の
検証 

• 高知及び横浜のインターン受入企業の社長たちを構成員とする
「高知SBIシステム研究会」及び「首都圏SBIシステム研究会」を
それぞれ設置し、半年に1回のカリキュラム実施ごとに事前と事後に
研究会を開催。 

事前学習 
における目
標設定 

• チームビルディングセミナー（授業後3時間×２回）：チームメンバー
の相互理解を深め、チーム活動の基礎を築く 。 

• 目標設定セミナー（授業後3時間×２）：外部講師による①目標
設定の重要性と具体的な設定方法についての講義と個人目標の設
定、②人間関係やチーム活動関する講義とチーム目標の設定。 

 目標設定セミナーが事前学習の中では最重要であり、インターンシッ
ププログラムの質を上げる要因になっている。 

 また、セミナー以外の時間に専門人材である福井氏が学生と個別に
面談を行い、個人のモチベーションを保ち、悩み相談に乗るなど事前
の不安解消に努めている。 

実習中の
フィードバック 

• 毎日、受入担当者（若手社員）と学生で振り返り、日報を提出。
企業担当者は日報にフィードバックコメントを記入し、学生に返却。 

• 受入企担当者も学生への支援をすることを通して成長することを意図
しており、振り返りの話し合いと日報のやりとりがプログラムの重要ポイ
ントとなっている。 

• 大学教職員、協働パートナー機関の担当者が期間中に一度企業へ
訪問し、学生と受入企業担当者に対してそれぞれ一時間程度のモニ
タリングを行っている。 

事後学習に
おける目標
設定  

 インターンシップ修了後も、普段の学生生活に埋もれてしまわないよ
うに、半年後まで学生の活動を見守り、サポートしていく機会を設定。 

• 目標設定総括セミナーと振り返り報告会：外部講師による、当初
の目標の振り返りを今後の学生生活の6カ月目標を設定。 学生が
チームごとに①インターンシップの内容、②そこでの学び、③今後の学
生生活にどのように生かすかを発表する。 
企業と、半年前にインターンシップを行った学生も参加、半年後の振
り返り報告会も兼ねている。 

• Tea Time（毎月1回半年後まで）：半年後の振り返り報告会ま
で1か月に1回、学生同士で近況報告などを行っている。 

• 中間期の受入担当者訪問：インターンシップ実習の3カ月後に、学
生が受入企業担当者を訪問。大学生活の状況や6カ月間の目標
の達成具合などについて報告を行い、アドバイスをうける。 

 これらの機会を通して学生と企業がインターンシップ終了後も継続的
な関係性を築ける機会を設けている。 
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教育的効果の高いインターンシップの事例（５）九州インターンシップ推進協議会 

概要 実施目的の共有 

プログラム名称 インターンシッププログラム 

インターンシップ
実施の目的 

職業意識の高揚と確立を図るとともに、自分の適職を探し、また、
自分が進もうとする業界・職種などについても、これを機会に意欲
的に研究を始めること。 

教育目標 高い就業意識の啓発、自主性・独創性のある人材の育成 

実習期間 
1週間～1か月程度 
※今後半年以上の実践型インターンシップも実施予定。 

参加学生数 年間1000名 

参加学生の傾
向 

ー 

参加企業数 主に福岡県内の企業・団体など316社 

教育課程上の
位置づけ 

28大学と連携し、インターンシッププログラムを運営（九州大学・
九州工業大学・福岡教育大学・北九州市立大学・西南学院大
学・福岡大学・九州産業大学・福岡県立大学・久留米大学・筑
紫女学園大学・中村学園大学・福岡女学院大学・福岡国際大
学・九州国際大学・九州共立大学・九州女子大学・西南女学院
大学・福岡女子大学・福岡工業大学・近畿大学産業理工学部・
久留米工業大学・九州歯科大学・日本経済大学・産業医科大
学・西日本短期大学・筑紫女学園大学短期大学部・福岡工業
大学短期大学部・福岡女学院大学短期大学部） 

単位化の有無
とその理由 

大学ごとに異なる 

実施目的 
地域産業の担い手となる大学生の職業意識の高揚と確立を図る
とともに、自分の適職を探し、また、自分が進もうとする業界・職種
などについても、これを機会に意欲的に研究を始めること。 

受入目的 

• 学生からの新しい視点を期待している。 
• 同じスタッフばかりの職場に若い大学生が入って、懸命に仕事に

取り組むことで、既存スタッフへの刺激になる。 
• 具体的な事業の担い手として、企業の戦力になることができる。  
• 学生に企業を知ってもらう機会となる。 

目的の共有 

• 大学と企業で構成されている総会・理事会・幹事会を開催し、
実施目的や今後の活動方針などを話し合っている。 

• それぞれの大学によってインターンシップへの期待や運営方法も
異なるため、大学の窓口スタッフと九州インターンシップ推進協
議会のスタッフによる担当者会議を開催し、具体的な課題検討
を行っている。 
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教育的効果の高いインターンシップの事例（５）九州インターンシップ推進協議会 

実施目的に沿ったプログラム設計 企業の現場等でのリアルな体験の機会 
受入企業 株式会社グランドビジョン 

事業内容 

• 広報プランニング 
• コールセンター運営 
• 事業計画立案コンサルティング 
• 映像制作 
• 商品開発 
• マーケティング 
• ブランディング 

期間 平成25年 8月19日～8月30日 

活動内容 

• 自社商品である「土が知っているごぼう茶」に関して、販売サポート
を行う。同社では、「asafight style」というECサイトで商品を販
売。 

• インターンシップ期間中も、販売戦略の基本であるWebを活用し
た販売戦略を学びながら実際の業務を行った。 

効果を高め
るポイント 

• 他の社員と同じ席に座り、与えられる課題をこなすだけでなく多くの
日常業務を経験。 

• 同社が福岡県糸島に保有している自社農園で農業体験を行い、
実際に生産現場を体感。「食物のありがたみを知るという機会」を
つくりだした。 

• 学生に対して、自分のために仕事をするのではなく、自分がお客様
のために何ができるかを考え、行動するように伝えた。 

導入効果 
• 商品を知らない学生から顧客の視点に近い意見を聞くことができ

た。 
• 学生の懸命な姿勢が社員に刺激を与えた。 

事前学習 

• 九州インターンシップ推進協議会スタッフが主催し、学生スタッフ（主に
インターンシップを経験した学生。13大学36名）と共に実施。 

• 主な実施内容は以下の通り。 
①アイスブレイク②グループワーク③社会人による講話④マナー講習⑤
目標設定。 
参加費は1500円。 

• 2日間開催し、学生はどちらか一方の日付を選んで参加する。 

実習中 ー 

事後学習  

• 九州インターンシップ推進協議会スタッフが主催し、学生スタッフ（主に
インターンシップを経験した学生。13大学36名）と共に実施。 

• 主な実施内容は以下の通り。 
①アイスブレイク、②インターンシップの振り返り１、③社会人講師によ
る講演「キッカケを行動に！」、④インターンシップの振り返り２、⑤中長
期実践型インターンシップの紹介、⑥社会人との交流会。 
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教育的効果の高いインターンシップの事例（５）九州インターンシップ推進協議会 

学生の目標設定・フィードバック・振り返りの徹底 専門人材の活用 

役割 

• 受入企業のリストアップ及び受入条件の整理 
• 各大学に対する協議会加盟促進活動の実施 
• 学生派遣希望大学のリストアップと実習希望学生の整理 
• 派遣大学（学部学科）情報の提供と受入の要請を実施 
• 受入承諾企業情報の大学側への提供 
• 大学から実習希望学生及び受入了承企業側の希望内容との

マッチングを実施 
• マッチング案を企業及び学校側に提示（原則、変更不可） 
• 事前義務研修の実施 
• 大学と推進協議会、企業担当者と推進協議会との意見交換会。

年一回のインターンシップ関係者交流会 

採用・育成方
法 

• インターンシップ受入（候補）企業、大学、学生、専門人材の4
者が集まり、九州のコーディネート体制について学ぶ「実践型イン
ターンシップに学ぶ若手人材活用セミナー」を開催。年間5回にわ
たって外部から講師を招へいし実施した。 

• 当初は企業向けの講座を想定していたが、次第に参加者が増え、
地域全体のインターンシップや実践型カリキュラムについて考える場
となっている。 

専門人材の役
割、能力、専門
性 

• 基本的なビジネススキルを有していること。 
• 企業側のことを理解し、素直に物事を受け止め、吸収してくれる人

材。 

予算措置 

• 加盟する28大学から運営負担金を支出。 
• インターンシップ実施につき1万円/一人を大学（学生負担の場合

あり）が拠出。 
• 受入企業を中心に支援金を拠出。 
• 実践型インターンシップの場合は企業がコーディネート費用を拠出

する場合あり。 

教育的効果の
検証 

• 学生による日報および受け入れ企業による評価表にて検証。 

事前学習 
における目
標設定 

• 九州インターンシップ推進協議会スタッフが主催し、学生スタッフ（主
にインターンシップを経験した学生。13大学36名）と共に実施。主 

• 実施内容は以下の通り。 
①アイスブレイク、②グループワークによってインターンシップに参加する
目的や、事前学習に参加している目的を共有、③社会人による講
話で実際にインターンシップとして、また社会人としてどのような心構え
が求められているのかを学ぶ、④マナー講習、⑤目標設定。 

• これらを通して、個人が達成したい目標を設定し、具体的な行動目
標に落とし込んでいる。 

実習中の
フィードバック 

ー 

事後学習に
おける目標
設定  

• 九州インターンシップ推進協議会スタッフが主催し、学生スタッフ（主
にインターンシップを経験した学生。13大学36名）と共に実施。 

• 主な実施内容は以下の通り。 
①アイスブレイク、②インターンシップの振り返り１、③社会人講師によ
る講演「キッカケを行動に！」、④インターンシップの振り返り２、⑤中
長期実践型インターンシップの紹介、⑥社会人との交流会 
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資料：インターンシップの流れと主な帳票 
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資料1 インターンシップの流れ（受入ガイドブック） 
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導入計画立案 プロモーション 

インターンシップ 
セミナー 
＆ 

個別キャリア 
カウンセリング 

インターンシップ 
事後フォロー 

概 
 

要 

成果を実現する
ことが可能な業
務の設計と、対
象とすべき人材
像の定義を行い
ます。 

対象となる人材像
に、効果的に情報
をとどけていきます。 

企業名などの表面的なものではなく、
目的ベースのマッチングを実現していく
ための選抜を行います。また、目標を
高く設定するよう刺激を与えていきま
す。 

 

マッチングの際には、覚書・誓約書・
処遇概要確認書・保険加入などの
手続きを実施します。 

価値を創出するために必要な
視点や視野を与え続けます。
また、学生が前進していけるよ
う、メンタル面からのサポートも
定期的に行います。 

今回の成果を踏
まえて、より継続
的に社内の仕組
みとして導入して
いく展開を描いて
いきます。 

インターンシップの実施と 
成果実現のためのサポート 

目的ベースの 
マッチング 

継続的な 
仕組みづくりへ 

目的実現のための 
導入計画 

マッチング ▼
 

▼
 

▼
 ▼

 

▼
 

プロモーションと 
意識付け・方向付け 

モニタリング 
＆サポートカリキュラム 

▼ ▼ ▼ 

開発期 運用期 評価期 
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資料2 インターンシップで活用する主な帳票（別途掲載） 
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区分 シート名称 

募集準備 ・受入業務設定支援シート 

・広報ツール作成支援シート 

応募 ・エントリーシート 

契約管理 ・条件確認書 

・誓約書 

インターン 

シップ実行 

事前学習 ・企業研究シート 

・社会人基礎力自己点検シート 

目標設定 ・目標設定シート 

プロセスレビュー ・プロセスレビューシート 

フィードバック ・フィードバックシート 

振返り ・振返りシート 

・社会人基礎力自己点検シート 


